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開議 午前９時３２分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  町政会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  おはようございます。 

  ７番・永並啓です。町政会を代表し、一

般質問をさせていただきます。 

  最初にお願いしておきます。答弁がずれ

ていることが結構ありますので、質問した

ことにのみ簡潔にお答えください。教育委

員会に特にお願いしておきます。 

  それと、今回の質問は項目を分けており

ますが、質問の内容上順不同になることが

ありますことを御容赦ください。 

  では、時間も限られておりますので、す

ぐに質問に入らせていただきたいと思いま

す。 

  まず、豊能町の防災についてお伺いしま

す。 

  もうすぐ東日本大震災から１年が経過し

ます。阪神間は過去に阪神大震災も経験し、

防災に対する意識も高いと思っております

が、大きな被害のなかった豊能町において

はそういう意識も低くなるのかなと、昨年

３市２町で行われた合同防災訓練時に、他

市町村が笑顔なしで訓練されていた中、笑

顔いっぱいで訓練されていた光景を目にす

ると感じてしまいます。 

  東日本大震災において、職員が避難をせ

ずにひたすら有線放送で住民への呼びかけ

を行っていた光景は記憶に新しいことかと

思います。こうしたことからも、豊能町に

おいても災害時や緊急時に豊能町全域に瞬

時に情報発信する仕組みというものが必要

になるかと考えております。職員が車の拡

声機で避難しましょうと放送しながら走っ

ても、移動している車の中からだと聞こえ

ない場合も多くあります。選挙に行きまし

ょうという情報発信であれば聞こえなくて

も命にかかわることはありませんが、災害

時や緊急時は命にかかわりますので、聞こ

えなかったではなかなか済まされません。

そこで、豊能町内にスピーカーを設置し、

放送するようにすれば、常に情報発信が可

能となり、聞こえないということはなくな

ります。豊能町のような静かな町ではスピ

ーカーの数というものも少なくて済みます。

またこの緊急放送システムというものは、

不審者を発見した場合、そういった場合で

も帰宅途中の子どもたちに瞬時に不審者情

報を伝えることができます。緊急時のみに、

どこどこに不審者があらわれましたので早

急に帰宅しましょうという案内を放送する

と、これに関して導入するお考えについて

お聞かせください。これは７年ぐらい前に

も質問し、当時の総務部長から、現在各公

共施設などに設置しているアナログ方式に

よる地域防災無線を平成２３年までにデジ

タル方式に変更する必要がありますので、

それにあわせて考えたいという答弁をいた

だいておりますので、考えた結果もあわせ

てお聞かせいただけますでしょうか。よろ

しくお願いします。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  おはようございます。 

  以前に防災無線のデジタル化が図られる

ということで、平成２３年の５月に切りか

えをしなければならないということで、以

前に議員御指摘のとおり、町内、町につい

てもその切りかえについてどうすればいい

のかということで考えておったわけでござ

います。そのときに同報無線ということも

含めて業者から提案を受けておったところ

でございます。ところが金額的に、普通の

防災無線に切りかえるだけで２億7,０００

万円かかるという、そこにそういう同報無

線を入れるともっとお金がかかるというよ

うなことから、私、平成２０年度に総務部

長になったわけでございますけれども、そ

のときに余りにも大きな金をかけ過ぎると

いうことで、もっとほかにないのかという

ことでいろいろと検討をさせていただいた

ときに、そのときに衛星携帯電話というの

がだんだん普及しつつあるということで、

豊能町にそういうところが入らないところ

があるかどうかということで実験をしたん

ですが、一応豊能町内には全部入るという

ことになりまして、最終的には防災の無線

については衛星携帯電話で対応するという

ことにしております。 

  今、議員御指摘の点について、スピーカ

ーで言うというやつについては、そういう

金額がかかるということで断念をしたわけ

でございますけれども、その後、防災の関

係については、大阪府の防災ネットに豊能

町内の人が1,４００人ほど加入をされてお

りまして、瞬時に防災の情報がとっていた

だけるというような状況になっております。 

  それからまた、不審者等があったときに

は、たんぽぽメール等で教育委員会のほう

から情報を発信するというような、今、状

況になっておりまして、当初計画をしてい

たそういう無線については断念せざるを得

なかったということでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  まずたんぽぽメール、あれ携帯持ってい

る保護者に送られます。ネットでの情報、

緊急時にネットを開くとか、不審者の被害

に遭う子どもたち、携帯持ってない人ほと

んどですよね。保護者に送られるんです。

被害に遭うのは帰宅途中の子どもたちがほ

とんどなんです。そこに情報を与えないと、

家にいるであろう親に不安の情報を与えて、

そこはどうするかということなんです。そ

うじゃなくて、帰宅しているところを、不

審者は子どもたちをねらうんですね。そう

したらそこに歩いている、公園で遊んでい

る、帰宅している子どもたちに伝える手段

というのが必要になってきます。そこで提

案しているんです。だから今あるたんぽぽ

メールというのはいろいろなところでして

ますけど、僕は実際、即時の瞬時というこ

とでは機能しないと思っています。それで

おっしゃってたスピーカーですけど、私の

やり方だと何億円もかかるというものじゃ

ないです。スピーカー、アナログ方式です

から、どちらかというと。スピーカーをつ

けて、有線で普通に放送するだけです。だ

から何も新しいものがいいというわけじゃ

ないんです。そういう古いものも見直せば

格安でできる方法というものは幾らでもあ

るので、また検討をお願いしたいと思いま

す。 

  あと、行政の引き継ぎというのがどうな

っているのかなと、時間が経過して事情が
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変わって、方針が変わることというのはよ

くわかるんですが、多分そういうときは報

告をしないといけないと思いますよ。検討

するという答弁よくありますけども、行政

はその場しのぎで使っているのかなという

ふうに感じます。やはり検討するというの

は担当部署で一度持ち帰り検討するわけで

すから、その結果については報告をきちん

としていただきたい。自分とこだけで検討

したけどだめだった、それで完結されても

らっては困ると思いますので、よろしくお

願いします。これはもうまた続きますけど

も、とりあえずきょうは次に行きたいと思

います。 

  次に、環境問題のリサイクル情報版につ

いてお聞きします。豊能町、これだけ情報

技術が発達している現在においても、時代

と逆行してリサイクル情報版というものを

実施しております。１年経過しますけど、

今後の展開についてお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  リサイクル情報版についてのお尋ねでご

ざいますが、２月末までの利用状況は２０

件でございます。そのうち、成立といいま

すか、探してます、求めています、譲りま

すの条件が整った方が半分の１０件でござ

います。その数は少ないですが、確実に利

用されているというふうに考えております。 

  そもそもこの事業を始めたのは、昨年の

４月の粗大ごみの有料化の実施に伴い、各

家庭での不用品を処分されるときに再利用

を。 

（発言する者あり） 

○建設環境部長（川上和博君） 

  今後の展開ですか。さらに今後の展開に

つきましては、この事業を継続してまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  ２０件、１年でですね。ネットオークシ

ョンだったら１週間で終わるような件数で

すね。前回、事業計画をつくるように質問

しましたけども、建設環境部長からの答弁

では予算をかけてないのでつくらないとい

う答えがありました。私はすべての事業に

おいて、こういった事業計画というものは

策定する必要があると考えますが、豊能町

行政ではお金がかかるものは計画をつくっ

て、かからないものはつくらないというこ

とでいいのかお答えください。総務部長お

願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  あらゆる施策についてはＰＤＣＡを生か

してやるべき、それぞれの担当では項目に

ついて随時検討していっているというふう

に認識をしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  いえ、きちんと答えてください。建設環

境部長は、予算をかけてないから事業計画

はつくらないと言ったんです。それは、事

業計画というものはお金をかけるかけない

でつくるものなのか、そこを聞いてるんで

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 
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  リサイクル情報版の事業につきましては、

事業費的にもほとんどかかってないこと、

それから事業自体が簡易な事業であること

から、事業計画というほどの策定は必要が

ないというふうに考えておるところです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  だから企画うまくいかないんじゃないで

すか。普通ありますよ。ある一定段階で何

件応募があったらどうするのか、今後どう

やっていくのか、どんだけふやしていくの

か、ただ細々とやってます、使いたい人は

使ってください、２０件のうち１０件あり

ましたから使ってる方もおられますから今

後もしていきます、こんなの事業って言わ

ないですよ。するならもっとそれを何年か

後にはリサイクルを充実させるために１０

０件、２００件いくんだと、そのために今

は現状２０件しかない、そしたらもっとＰ

Ｒを徹底して５０件、１００件いくように

する。ある一定定期的にそういう見直しを

行っていかないと、すべての事業やりっ放

しになってしまうじゃないですか。ぜひと

もこの事業計画というものは、予算の大小

にかかわらずつくっていく必要があると思

いますよ。予算かかってないと言いますけ

ど、広報してますよね、軽微ですけど。広

報紙にリサイクル情報版ありますとか書い

てますよね。その時点でわずかでも予算と

いうものはかかっていると思います。絶対

つくる必要があると思いますけど、その考

えはありませんか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  リサイクル情報版のＰＲとか掲示場所の

拡大というのは、もうこの４月に当初スタ

ートした時点では本庁と吉川支所のみの掲

示板の設置でしたが、随時見直しまして西

公民館とか中央公民館というものに設置場

所拡大を行っておりますし、随時ＰＲとい

う点を行っているという点においては、そ

の事業といいますか、このリサイクル情報

版のやっていることに対しての軌道修正、

見直しは随時行っておりまして、事業計画

というような大それたといいますか、そう

いう根本的なものというのは持っておりま

せんが、柔軟に対応しているという考え方

は持っておりますし、なおかつ予算が、必

要が、ほとんど使ってないというのは一つ

の例でございますが、簡易なことは思い立

ったときから随時着手していこうという考

え方でございますので、そういう考えでや

っておるところです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  自己満足の企画やったらうまくいかない

ですよ。２０件やって１０件なんて失敗で

すよ、企画としては。ぜひともそういった、

予算がかかってない、この事業だけのこと

じゃないんですよ。いろいろなことが同じ

ように言われるんです。ちゃんとした見直

しとか定期的に行うとか、仕事のやり方で

すよ、このことだけ言ってるんじゃないん

です。ぜひともその見直し、考えるという

のは、そういう意識を変えていただかない

と本当に廃れていく一方ですよ。 

  次に、川西能勢口駅に設置してある豊能

町のＰＲ看板についてお聞きします。どう

いった人たちを対象にＰＲしようと考え、

あのような自然いっぱいのデザインにした

のか、背景とコンセプト、今後の展開など

をお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 



 

 3－8 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  以前にも補正予算で説明をさせていただ

きましたけれども、能勢電鉄から無償提供

を受けるという形で掲載をさせていただい

たところでございます。豊能町のＰＲとい

うことで、豊能町の自然を表に出していく

ということで基本的に考えて、ああいうも

のをこしらえたところでございます。 

  今後については、一定、来年の２月の末

までを予定しておりますけれども、それ以

降についてはあそこの部分についてリニュ

ーアルをされるということを聞いておりま

すので、１年限りというふうに思っている

ところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  自然がいっぱいでキャッチフレーズもか

っこいいなと思う作品でしたけど、私はが

っかりでした。あの看板から連想できるの

は、自然がたくさんあるまちだなというこ

とで、それを見て住みたいと思う人が少し

はいるかもしれませんが、住むための家が

ないですよね。何か方針を見ていると、何

か豊能町は旧村に人を集めたい、何か能勢

町でも目指してるのかなという印象を受け

るんですよ。例えば看板を、人が多く自然

がほとんどない大阪市内、マンションが乱

立しているような大阪市内に建てるんであ

れば、大阪からたった５０分で自然に囲ま

れたまちに行くことができるというような

キャッチフレーズであのようなデザインと

いうのもあるんですが、置く場所は川西能

勢口駅です。通って看板を見る人は川西の

人がほとんどです。川西を通る人ですね。

川西というものは自然もそこそこあります

し家も一戸建てがほとんどです。そういっ

た人たちに、近くに豊能町があるよという

ことを、ああいう自然いっぱいの看板を出

すというのはどう見てもコンセプトが間違

ってるとしか思えないんですね。看板を設

置するときはどこに設置するのか、そこを

通る人はどういった人が通るのかというこ

とを事前にしっかり決めておく必要がある

んですが、そういったことを調査されたの

かということを聞いてるんです。お願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  補正予算のときにも説明をさせていただ

きましたけれども、豊能町の自然をアピー

ルしていきたいということでさせていただ

いたところでございます。川西能勢口駅に

するんであったら自然が必要ないのではな

いかということでございますが、川西でど

ういうものが求められているかというやつ

については調査をしたことはございません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  なぜそういう調査をしないのかが、僕、

全然わからないんですよ。だって看板を置

くんでしょ。そこを通る人が、どういう人

が通るかというのを把握しないとわからな

いじゃないですか。女性がいっぱい通るの

か、サラリーマンがいっぱい通るのか、ど

この場所なのか、そこは普通に歩いている

人が見えるところなのか、電車に乗る人た

ちだけが見えるのか、そうしたらそこに見

る人がどういう人かというのは調べないと、

それに合わせたＰＲをしないとだめだと思

いますよ。私は、豊能町というのは大阪市

内から通勤できるぎりぎりのところだと思

っております。やはり新興住宅街に呼び込
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まないと税収増加というものは見込めない

と思いますので、それで先ほどの質問では

１回かけたら１年間という期間限定でした

けども、やはり僕は途中途中で見直しをか

けていく必要があると思うんですが、そう

いったお考えはないんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今のところ、新しい、違う、半年後にま

たかけかえるということには今のところ計

画をしておらないという状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  最近ＣＭでも、ストーリー性のあるＣＭ

とかよくありますよね。最初はこうで１カ

月ぐらいしたら別のＣＭが流れてとか、そ

うしたら最初は当時豊能町というところを、

「とよの」で「よ」を括弧して、ここどこ

だか知ってますかみたいなクイズ形式にし

て、次の１カ月後ぐらいに正解はここです、

こういったところがありますとか、いろい

ろな、アイデアとか出てこないんですかね。

そういったもっと見るような企画というか、

そういうのを出していかないと、あれを見

て、そうだ、ふーんで終わってしまいます

よ。だから僕は定期的に、１年あるんです

から有効に、職員で考えたらお金かけてな

いですよね、その広告費用というものは。

どんどん見直してやっていく必要というも

のはあると思いますから、ぜひとも検討し

ていただきたいと思います。 

  残念なのは、豊能町は本当情報発信に詳

しい人がいないなというのがすごい残念で

あります。きのうの橋本議員の質問で、総

務部長はホームページにいろいろな情報を

載せていきたいと言っておられましたが、

載せてもだれが見にくるのかなというのが

あるんですね。本当は情報発信の準備がで

きたときに駅に看板を出すなど、大々的に

ＰＲするんです。要するに準備をした上で

駅に看板を出すんです。そうしたら問い合

わせがあるから、このＰＲ看板の予算のと

きにも看板を見た人が問い合わせをしてく

るからその準備をしてください、ホームペ

ージをちゃんと見直してくださいと言いま

したよね。でもホームページの更新にはお

金がかかるからという理由で何もしてませ

んと。もししてればですけど、２月１５日

に豊能町のことが全国放送のテレビで放送

されましたよね。そのときの視聴率が１4.

７％でしたので、全国で約2,０００万人の

人が見ていたことになります。豊能町のア

クセス数というのは大きくふえているはず

なんですよ。もし私が指摘してたようにそ

れなりの対応をしてホームページを充実さ

せてたら、ＰＲ看板なんか比べものになら

ないぐらい豊能町への興味というものはひ

かれている、イメージは上がったはずなん

ですよ。 

  例えば一つ聞きたいんですけど、テレビ

放送があった後に何か対応したのか、どの

くらいアクセス数がふえたのか調べてるの

か、そういったことがわかってれば教えて

ください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  テレビ放送があったのは２月の１５日ぐ

らいだったというふうに思っております。

ことしの１月のアクセスがあったのが２万5,

４２９、それから２月では２万7,２４６、

去年が同じ２月では２万4,５７７というこ

とで、去年から比べますと約3,０００ほど

のアクセスがふえていると、１月から比べ
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ますと約2,０００ほどふえているというよ

うな状況でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  要するにそのテレビ放映があった後、何

か対応してるかというのを聞いてるんです。

例えばテレビ放送をありました、そうした

ら全国で2,０００万人の人が見てます、そ

うしたら豊能町のホームページ注目される

なと、そうしたらそこで何か情報発信しよ

うかなと、そういうことを何か指示しない

のか、そこら辺がよくわからへんのですよ。

そういうことをされなかった、何かホーム

ページでの対応とか、そのアクセス数はわ

かりました、ふえてますよね。そしてその

ときにふえたときに、従来と同じホームペ

ージじゃなくて、そのときにこれはチャン

スだととらえいろいろな情報発信をするよ

うな対応をとったかどうかを聞いてるんで

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ホームページでそれらの対応をするよう

にしたかということでございますが、その

ときにはホームページでの対応ということ

はやっておりません。また電話等での問い

合わせ等につきましては、なかったという

ふうに聞いているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  例えばテレビで紹介されたところはここ

ですということを写真で載せたりとか、動

画で歩きながらその風景を撮ったりとか、

紹介されてない名産品もついでに載せたり

とか。だからチャンスがあってもぼうっと

何もしてなかったらそのまま流れていくん

ですよ。いろいろなところでチャンス、わ

らをもすがる思いでつかんでいろいろなこ

とを展開していかなかったら何も変わらな

いじゃないですか。ぜひともそういった、

見やすいものに変えたり情報発信を専門と

いうか、そういうのでするような、もうち

ょっと詳しく勉強して、豊能町の情報発信

というものをしていただきたいというふう

に思います。 

  時間も限られておりますので、あと、ふ

るさと納税ありましたね。きのうも井川議

員の質問でもありましたけど、朝日新聞に

も猪名川町のことがでかでかと載っており

ました。猪名川町では閲覧回数が何度もト

ップになったということです。担当者も、

町の名前も知ってもらえるしわずかでも税

収が上がるからありがたいというような感

じですね。きのう総務部長も答弁してまし

たけど、近隣でも１６か１７の市町村が登

録しております。ぼたん鍋って豊能町は関

係なかったのかなというふうに思うんです

が、何かそういうものを積極的に取り組も

うという職員がいないのかなというところ

が非常に残念なんですね。もしふるさと納

税で今後の方針があれば、いつも広報紙や

ホームページしか言われませんので、あれ

ばお聞かせください。ないんやったら僕が

提案しているような、卒業生にもっとＰＲ

していくというような方向、やらないとい

う理由が僕よくわからないので、そっちの

ほうがお金かからないはずなので、ぜひち

ょっと一度聞かせてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 
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  ふるさと納税のＰＲにつきましては、従

前どおり広報あるいはホームページ等でＰ

Ｒをしていきたいというふうに思っている

ところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  やっぱり何も変わらないんですね。他市

町村というのは一定のコスト、もちろんコ

ストは払っても幾らかでもふるさと納税が

入ればＰＲにもつながるしいいんじゃない

かという感覚でやってると思いますよ。ぜ

ひともそこら辺の感覚を切りかえてやって

もらわないと、ホームページとあれでって

うまくいってないですよね。それ以上に現

状でいいじゃなくて少しでもふやすような、

何か探していかないと変わらないと思いま

すので、ぜひともよろしくお願いします。

次回は一応、もう一度検討しますで終わっ

てますから、卒業生にＤＶＤを送ったり学

校行事を送ってこんなことしてますよとい

うことを送るというのは検討しますで終わ

ってますので、再度、次回また検討してお

いてください。 

  次に教育問題に入ります。 

  まず先に、図書館における電子書籍の対

応ですけども、前回豊能町のＰＲという側

面から、総務のほうに、あと脳の活性化と

いう観点から福祉のほうにも検討をお願い

していましたが、その検討結果についてお

聞きしたいと思います。教育委員会からは

方針が変わっていれば回答をお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  図書館の電子書籍の対応についてでござ

いますが、電子書籍につきましては３つご

ざいまして、利用者の要望が１点、もう一

つは北摂近隣７市３町の状況、それと電子

書籍を入れるに当たっての諸問題、これは

著作権の問題でありますとか経費の問題、

あるいは利用者のパソコン環境の問題等ご

ざいますので、今のところ電子書籍を入れ

ることは考えておりません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  各部長に質問お願いしているので。 

○議長（福岡邦彬君） 

  一問一答でお願いします。 

○７番（永並 啓君） 

  わかりました。そうしたら、電子書籍に

おける対応を総務部長、よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  上林部長じゃないですか。 

○７番（永並 啓君） 

  総務部長のほうにはＰＲという観点から

聞いております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  もう一度、永並啓議員お願いします。 

○７番（永並 啓君） 

  聞いていただきたいと思いますけども、

豊能町のＰＲという側面から総務部長のほ

うにお願いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  豊能町のＰＲということで、電子書籍の

導入ということでございますけど、今のと

ころ教育委員会等で考えていただいた結果

を尊重していきたいというふうに思ってい

るところでございます。 

  以上です。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  では生活福祉部長のほうから、脳の活性

化という観点から、前回お願いしているこ

となので、その検討結果についてお聞きし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  脳の活性化のことでございますが、議員

おっしゃいますように、確かに電子書籍と

いう機械の操作手順などを覚えたり、また

そろばんのように指先を器用に動かさなけ

ればならないという視点から、脳が活性化

されるのではないかということで、認知症

予防につながると言えるかもわかりません

が、しかしながら、福祉施策の面から申し

上げますと、その視点でございましたら電

子書籍のほかにもいろいろなツールがある

ものと思われますので、私どもとしては今

現在、電子書籍を活用した事業は考えてお

りません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  わかってたけど残念ですね。電子書籍と

いうものは、３カ月ごとに質問しています

けど、どんどん変わっていてます。今まで

はインターネット事業者などが導入をしま

すということでしたけど、つい先日は出版

業界が電子書籍１００万点の新会社を設立

と。国の交付金ですか、コンテンツ緊急電

子化事業も関与して電子化を進めていくと

いうような、物すごいスピードで進んでお

ります。豊能町どうするのかな、本当いつ

ものように近隣が扱い始めてからゆっくり

とスタートするのかなという感じがします。

そうすると失敗は少ないですからね。 

  あと、福祉のほうですけど、もうちょっ

と柔軟に、電子書籍だけだと本を読むとい

うことだけですが、ほかにも使えるｉｐａ

ｄなどのようなタブレット型のＰＣを活用

すれば、本を読む以外にもさまざまな使い

方が可能となります。独居老人の安否確認

であったりとか、豊能町の高齢者によって

よく不安に思われるのは、総合病院がない

から救急車の搬送とかがスムーズにいくの

かという不安を持たれている方おられます

ので、病院と連携してスムーズにいくよう

な態勢がとれないのかとか、いろいろ今あ

る機器を工夫して行うということは必要だ

と思いますので、そういったことも考えて

いただきたいと思います。 

  あと、教育委員会からはそうですけども、

それだと教育のまちって言わないほうがい

んじゃないですかね。何か先進的な取り組

みって何もないですからね。やはり教育の

まちというのは、まちが教育について、ほ

かではやってない先進的な取り組みという

ものを行うから、僕は教育のまちというふ

うに言えるのかなと、今はどっちかという

と熱心な保護者がいるから教育レベルが高

いのかなと思いますんで、ぜひとも検討を

お願いしたいと思います。 

  時間もありますんで、最後、「一目でわ

かる「とよの」の教育」について入らせて

いただきたいと思います。 

  これは具体的に第１弾のどういう点を踏

まえて第２弾をつくったのか、情報発信の

対象はどういった人なのか、町内町外のど

こに配布し、どれくらいの部数が必要で、

今後どういったふうに展開していくのかと

いうことがあればお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今回作成しましたのは第２版ということ

でございまして、初版を基礎としまして、

ちょうど平成２３年度から町の第４次総合

計画がスタートいたしましたので、それに

絡んだ教育・子育てのまちの施策を盛り込

んだところでございます。 

  それから、作成した部数は4,０００部で

ございまして、この４月に保、幼、小、中

の保護者にそれぞれ所・園・学校を通して

配布を予定しています。 

  それから町内の公共施設をはじめ能勢電

鉄の沿線、それから阪急バス等にお願いを

して、広く町外の皆様方にもごらんいただ

くと、そういう趣旨で配布したところでご

ざいます。 

  特に町内においては不動産会社に置かせ

ていただいておりまして、かなり、昨日も

答弁しましたけれども、それを見た方から

いろいろ問い合わせがきているということ

で、私は東に住んでおりますけれども、東

の不動産屋では、その不動産屋のホームペ

ージをあけると豊能町のホームページにヒ

ットするという、そういう取り組みもして

いただいておりまして、これからもいいも

のをどんどんつくっていければというふう

に考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  なぜ町内にそんだけ配るのかなというと

ころがすごい疑問にあります。それと吉川

支所、２月末まだ置いてませんでしたね。

行ったらなかったんですよ。僕は吉川支所

と、豊能町で置いていいのは本庁、支所、

ユーベル、シートス、図書館、能勢電鉄の

駅、コンビニくらいかなと思ってます。他

市町村から、答弁なかったですけどこの情

報は他市町村の子育てをしている世代に豊

能町の教育を知ってもらうのが目的のはず

です。それであれば他市町村から人が来る

であろうところに置かないと、置いた限り

は、どれくらいここでは減っているかなと

か、そういったのを定期的に見ていかない

と、ここでこんだけ置いた、余り減りがな

いなとか、そういった調査をして、じゃあ

ここは他市町村の人は結構興味持つよね、

じゃあここに力を入れて情報発信していこ

うねとか、それがあるから次の展開に持っ

ていけるんですよ。ただ置きました、減っ

てます、追加しました、だと生きてこない

じゃないですか、やったことが。そういっ

た計画を僕は事前に立てるべきだと言って

るので、そこら辺も考えていっていただけ

たらと思います。 

  それでこの冊子、時間ないので、いろい

ろ自画自賛されておりますけど、内容につ

いて言いたいことはたくさんあるんですね。

まず小中一貫校ということを書いてますけ

ど、いつからするというのを特に書いてな

いですね。目指していくぐらいのぼやっと

した感じですね。池田市なんか新聞に、池

田市の決断みたいな形ででかでかと載って

ましたよね。そちらのほうがインパクトど

うしても強いですよね。そういったところ

もあります。あと、子どもがどれくらい豊

能町にいるのかというのもわからない。働

きながら子育てできるということは、豊能

町は待機児童はいないのとか、保育所では

８時、９時まで預かってくれるのとか、８

時まで預からないよということを言うと、

そんなんじゃ住めないよねという、適当な

ことを書かないでよということも指摘され

ました。例えば遊びの中で学びの視点を

日々の活動に取り入れてるとも書いてまし
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た。学者の視点はいいから、それをするた

めに具体的に何をしてるの、その活動の効

果がどういったものがあったのということ

を聞いてました。それとあと、説明と写真

というのが全然合ってないんですね。放課

後の児童のことを書いてるのに幼稚園児の

写真が載ってたりとか、それとか子ども向

けの冊子なのにユーベルホールのロビーコ

ンサートの写真を載せて、説明もないから

何もわからないとか、そこには子どもが一

人も写っていない。せめて冊子をつくるな

らそういったのも合わせていただきたいし、

保護者から聞きたい情報としては、いじめ

や不登校の件数が１件も載ってないと。グ

ローバル社会を生き抜く力とかかっこいこ

とを書いてるけど、具体的に何をするのと。

結局、親は実際に子どもを預けるんですね。

引っ越しする場合って新しい環境に子ども

を置くんですから、親はとっても神経を使

ってると思います。その不安を解消するよ

うな情報が何も載ってないんですよ。これ

だけほかの他市町村の３４０代の子育てを

している世代の人の意見がこんだけあるけ

ど、すばらしいものができたというふうに

思われますか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  議員のほうにはそういうふうにおっしゃ

っている方がいらっしゃったのかもしれま

せんが、どの程度の人が言われたのかわか

りませんが、私どものほうには非常に、ご

らんになった人から問い合わせも来ていま

すし、私はその時点で、例えば預かり保育

を実施しています、じゃあ何時までですか

ということは答えているわけで、すべてを

網羅することということよりも、やはりわ

かりやすい、シンプルなものが私はベター

だと思ってああいうことを出してるわけで

ありまして、それは視点の違いではないか

と思っています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  視点の違いですけど、なぜ他市町村にそ

れを聞きにいかないのかが、僕、わからな

いんですよ。なぜ豊能町内だけでずっと、

希望ケ丘の不動産屋に行かれました、それ

はいいことだと思います。僕は川西市とか

池田市とか、たまに行くんですよ。定期的

に見にいくんですよ。どんな感じですか、

豊能町への希望の人いますかって。そうじ

ゃないと、豊能町の中で豊能町にいる人だ

けに豊能町はいい町だねと言っても、来な

いんですよ。そうじゃなくて、もっとほか

のところの人に豊能町を知ってもらう。大

阪から近くで教育に適したところがあるん

だということを知ってもらうためには、他

市町村の人たちがどう思っているかという

ことを聞かないといけないと思うんですが、

それに関しては全く思わないですか。ちょ

っとお答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  まず私は、今、町内に住んでいらっしゃ

る方が流出する、これを避けたいというの

がまず第一であります。現在の人口を維持

していくと、それに加えてできれば他市町

から転入していただくというのが２番目で

ありまして、それについては先ほど来申し

上げましたように、能勢電鉄の沿線等にも

置かせていただいてますし、そういった

方々からも実際にお電話もいただいていま
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すし、それから町内に住んでいる方が職場

などに行って口コミでそういったことが伝

わっているということで、他市町の、どう

いうことで何を聞くのかというのはちょっ

と私としては想像に値しないということで

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  はい、わかりました。聞かない、だから

アイデア出てこないのかな。実際に外へ行

って、豊能町から出ないと、豊能町が他市

町村からどう思われてるか、どう見られて

いるかということを把握しないと、適応し

た、合った、マッチした施策って打てない

ですよ。だからずれてるんです。僕は実際

にそういう方が、調べたのは２０人程度で

すよ。ですけども、いいという評価を得た

人は一人もいないです。そこでやはりそう

いった声があるわけですよ。そういった情

報をのせてほしいと。それを真摯に受けと

めて次に生かして変えていかなかったら何

も変わらないと思いますよ。これでいいん

だ、わかりやすいからこれでいいんだ。わ

かりにくいと言ってる人が結構いはるわけ

です。少ないといえば少ないかもしれませ

ん。そういった人たちの声を聞いて次に取

り入れていかないと、よいものってできて

いかないと思いますよ。ぜひとも、第３弾

があるのかはわからないですけど、そのと

きは周りの意見というか他市町村の意見を

聞いた上で作成していただきたいと思いま

す。 

  以上で終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、町政会の一般質問を終わります。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

６０分とします。ただ、発言残り時間の掲

示表示が１６０分はできませんので、当初、

川上議員からは８０分とさせていただきま

す。残り質問時間については、川上議員の

質問終了後に掲示いたします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  おはようございます。 

  御指名をいただきましたので、質問をさ

せていただきます。 

  まず、私ども豊能第一クラブは、３月の

定例会におきましては代表制をとったらど

ないやということを言っておりましたけれ

ども、それがならなかったので、代表質問

のつもりで一般質問をさせていただきます。 

  我々はこの豊能町の住民であるとともに、

大阪府民であり日本国民であり、そしてこ

のかけがえのない地球上の人類でございま

す。 

  私の政治信条は、酒を酌み交わしながら

天下国家を語るということでございます。

きょうは酒はありませんけれども、池田町

長や理事者の方と天下国家を語り合いたい

と、このように思ってますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  今、世間一般で維新という言葉が盛んに

使われております。維新とは明治維新だけ

でなく、今の時代すべてが改まり、今まで

の常識から新しく生まれ変わらなければな

らないときを維新と言うそうでございます。

特に政治や社会の改新のときを言うという

ことでございます。そしてリーダーに求め

られているのは、維新を自覚し、高い視点

を持って、責任感と使命感を持って組織を

率いるということでございます。そういう

観点から質問をさせていただきますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

  この１年間ぐらい、世界各地で大きな自



 

 3－16 

然災害が発生をしております。例えば昨年

の３月１１日には東北、関東のほうで大き

な大震災が起きまして、大きな被害を受け

ております。その少し後には、余り報道さ

れませんでしたけれども、長野県におきま

しても大きな地震が起きたということでご

ざいます。あるいはまた数週間前にはニュ

ージーランドで大きな地震がありまして、

多くの日本人が命を落としております。ま

た昨年の夏にはタイで大きな洪水がありま

して、そして日本の企業が、企業の多くが

莫大な被害を受けたということでございま

す。最近ではどか雪が降りまして、たくさ

んの人が亡くなられておりますし、ヨーロ

ッパにおきましてもあのローマでさえ雪が

降ったということで、ヨーロッパのほうで

も多くの人命が失われております。 

  私はその自然災害につきまして、これも

人為的なことが原因であるのちゃうかいな

というふうに思っております。と申します

のは、１８世紀の後半にイギリスで産業革

命が起こりまして、その後、我々の文化的

な生活をするために地下資源ですね、石炭、

石油それから天然ガス、それらをとってお

る。それから地上におきましては炭酸ガス

の発生で地球の温暖化あるいはフロンガス

でオゾン層を破壊すると、また宇宙開発と

いうことで人工衛星を打ち上げるためにロ

ケットを使いますね。そのロケットが成層

圏から外へ出るというときに成層圏を壊す

というような形で、地下資源の開発により

まして、地震は有史以来いろいろ記録残っ

ておりますけども、最近それが原因で地震

が頻発してるんじゃないかというふうに思

いますし、また先ほど申しましたように気

象条件が変わってきて、いろいろな災害が

起こるというふうに思っておりますが、私

はそのように思ってますけども、町長、こ

の自然災害につきましてどのように思われ

ているか御答弁よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  おはようございます。 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  非常に大きな問題でございまして、地球

上の問題をここでお話をしろという御質問

なんでございますけれども、私といたしま

しては豊能町議会でございますので控えさ

せていただきたい。また時間がございまし

たら別の場所でお話をさせていただきたい、

このように思いますのでよろしくお願いし

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  答弁いただけませんでしたけれども、次

に、これは特に豊能町にも多分影響がある

と思います。多分じゃなしに絶対影響ある

と思います。世界的に政治や経済が非常に

変わってきております。経済面におきまし

ては、日本も９０年代にバブルがはじけま

して急速に経済活動が冷えておると、デフ

レの状態になっておるという状況でござい

ます。また２００８年には米国のリーマン

ショックによりまして世界的な経済不況に

陥っております。特に最近ではギリシャの

財政危機によってユーロ圏が大きな打撃を

受け、そしてアメリカも経済が冷え切って、

その結果、円高というぐあいになっており

ます。この円高によりまして、企業が大き

な打撃を受けているのは御承知のとおりで

あると思います。また中国でも最近になっ

てバブルがはじけて、地価の下落によりま

して倒産企業がたくさん出ておるというよ
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うな状況でございます。これも我々の生活

に、すぐにでも響いてくるような状態でご

ざいます。 

  また政治の世界でも、世界のほとんどの

主要国が、その指導者が去年ことしにかけ

て変わっていくという状況であり、またイ

ランや北朝鮮による核開発、これが危機的

な状況でございます。イランが例えばホル

ムズ海峡を封鎖すると、あの海峡、日本に

入ってくる原油の８０％以上が通っておる、

それがとめられるということになると、

我々の生活が途端に悪くなるというような

状況でございます。今まさに世界の状況が

維新の時代ということにあるのは間違いな

い事実であろうと思います。世界各地で起

きている政治経済の影響が瞬時にして日本

にも大きな影響を与えるのは間違いないと

思います。この件に関して町長はどのよう

に思っておられるか、その思いをよろしく

お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。 

  川上議員のおっしゃるとおり、ユーロ問

題は昨年ユーロショックの中で破産になる

ほどの大きな衝撃を与えました。確かにお

っしゃるとおりに今の世界、本当に安定し

ているかと言ったら私は安定していないと

いうふうに思っております。日本もそうな

んです。日本も1,０００兆円という国債発

行して、逆に私は世界よりも日本が、これ

一体どうなっていくんだろうかということ

のほうがもっと、豊能町として心配してい

るところでございまして、なかなかこの問

題につきましてもお話をしたいとは思いま

すけれども、もうちょっと時間をいただい

てほかの場所で各議員の皆さんともお話を

させていただきたいというふうに思います。

確かにおっしゃることは私も痛切に痛感し

ておりますし、これは必ず豊能町にも豊能

町民にも大きく影響してくることだという

ふうに思っております。これは政治の中で

の大きな問題点ではないかと、それから日

本国としてもしっかりとこれから世界の経

済を見渡して予算組みをしていかなければ

ならないかなというふうに思っております

ので、御理解のほどよろしくお願い申し上

げます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それでは、日本の今や維新であると、ま

た日本の将来についてその思いをお伺いし

たいと思います。 

  ２００９年に自民党から民主党に政権交

代がありまして、今日まで民主党による政

治によりまして現在混乱をしているような

状況でございます。民主党のばらまきマニ

フェストによりまして、ますます政治の混

乱、経済の混乱、あるいは社会の混乱に陥

っているのが現状であろうと思います。さ

らに東北関東の大震災がその混乱に拍車を

かけているという状況でございます。何も

決まらず決められず、ただ昔戦国時代に小

田原評定という言葉がありましたけど、そ

ういう形で会議ばかりを繰り返しているよ

うな状況でございます。例を挙げると、普

天間基地の問題、高速道路の無料化、子ど

も手当の問題、ガソリンの暫定税率廃止、

これらはほとんどできていないというよう

な状況でございます。その上に大きな地震、

そしてその地震による福島の原発事故があ

って、その対応のまずさでまさに今の日本

の国全体に閉塞感が漂っている状況でござ

います。 
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  また、最高裁の決定で一票の格差のこと

が違憲であるというぐあいに判断が下りま

した。それを先月の２５日までに是正をし

なければならないというにもかかわらず、

国会のほうでそれができておりません。し

たがいまして、解散をしても総選挙はでき

ないし、かといって社会保障と税の一体改

革は身内の中から反対が出てお先真っ暗と

いうような状況でございます。もうどうに

もならないような今の状況でございまして、

野田政権のこのような状態を、一般に言い

ますとせっちん詰めということで言われる

ということでございます。今の若い人はせ

っちんいうたらわからへんと思いますけれ

ども、知ってはりまっか。せっちん詰めと

言われることでございます。この現状から

して、今まさに日本の維新であると、その

ときに何をしなければならないかというと、

私は将来を見越した、すぐにでも将来を見

越した国の憲法を変えるというときである

と思いますが、この件に関しまして町長の

思いをよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  余りにも大きいお話が出てきまして、私

としてはそのような回答はできない、そこ

までも力を持ってない町長でございまして、

できないと思うんです。ただ維新というこ

とにつきましては、これはやっぱり、今、

大阪が発祥の地でございますので、豊能町

としましてもそれなりに町政方針でも書か

せていただきましたけれども、やはりしっ

かりと見定めて、国、府がどのような流れ

でいくかということについて、それに準じ

て対応していきたいというふうに思ってま

す。ちょっと大き過ぎますので、よろしく

お願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  この件につきまして、副町長あるいは部

長級にもお尋ねしたかったんですが、今の

町長の答弁で大阪府のことが出ましたので、

次に大阪府の維新と大阪府の将来について

お伺いしたいと思います。 

  去年の１１月に知事選挙そして同時に市

長選挙がありまして、維新の会の圧勝とい

うことで、今や維新の会がそこのけそこの

け維新が通るというような状況になってき

ております。橋下市長は知事時代には赤字

の会社を黒字にしたというふうに息巻いて

おられますけれども、実際は３年間の間に

赤字がふえてきておるというような状況だ

というふうに聞いております。彼の、橋下

徹さんの手法は、目新しい発想、マスコミ

を通じて風をあおり、そしてそれが民意で

あるかのごとき言っているだけで、大阪都

構想は府下の市町村に対しては今のところ

何のメリットも私はないと思います。今の

ところですよ、将来５年、１０年したらわ

かりませんけども。だから彼の言っている

ことは、地に足がついていないというよう

な状況やと私は思います。もし今、都構想

の実現を図って道州制に持っていくという

ふうにするなら、彼の知事時代に府下市町

村に対して、差し当たってはやっぱり町村

合併を推進するべきであったというふうに

私は思っておりますけども、町長の思い、

どのような思いかよろしくお願いしたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  それではお答えをさせていただきたいと
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思います。 

  大阪府の維新の会と、今度は維新の会と

いうことになってまいりましたので、維新

の会がいろいろと構想を練っておられると

いうことについては、私はいい構想を練っ

ておられるだろうなと思ってます。しかし

そのマニフェストについてまだ我々にはき

ちっとした回答をいただいておりませんの

で、それを見せていただいてから判断をし

ていきたいというふうに思っております。

ただ、道州制問題等につきましては、けさ

の産経新聞にも載っておりましたけども、

民主党も憲法改正についてということにお

話を進めていこうという流れをもってきて

いるということで新聞に載っておりました。

これも国の問題でございますので、道州制

問題等につきましても今後推移を見守りな

がら我々としては考えていきたい。 

  合併につきましては、やはり道州制ある

いは都構想、いろいろな形の中でお話は新

聞紙上でにぎわっておりますけれども、

我々小さな町はその中にどのような形で吸

収されるかということのみではないかなと

いうふうに現在のところは考えております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  道州制につきましては、やっぱり一遍に

持っていくんじゃなくて、それぞれの市町

村単位である程度まとまった市町村にして、

それが道州制に持っていくというような順

番であろうと思いますので、今までにもう

こういう小さな市町村はやっぱり合併して、

少なくとも３０万人単位ぐらいの人口の市

にしといたほうが道州制にもっていきやす

いなというふうに私は今までも思っており

ました。き 

  今、大阪維新の会のことが出ましたので、

次に大阪維新の会についての思いを質問さ

せていただきます。 

  平成２２年ですね。２０１０年、１月か

らＮＨＫの大河ドラマに竜馬伝というのが

放送されました。坂本竜馬は明治維新の立

て役者であり、最もすぐれたリーダーの一

人でございました。彼はその時代の西洋の

国の植民地に陥る危険を感じ、命をかけて

倒幕運動に加わり、維新をとき船中八策を

提言し、そしてそのわずか３カ月後に暗殺

をされました。事実、日本以外のアジアの

諸国は、ほとんどが西洋各国の植民地にな

っておりました。船中八策とは大政奉還後

の国家の安全そして国民の安心のための政

治哲学、理想の国家感、国政の基本である

外交、防衛、治安を説き、中央集権国家、

富国強兵国家をつくり上げるということで

ございます。これが明治維新と言われるゆ

えんであろうと思います。知事であった橋

下徹氏は就任直後から、タレント弁護士時

代に培った話題性を発信することにより注

目を浴びるということを知っていた経験を

生かして、そして大阪府は倒産会社である

とか、あるいはくそ教育委員会であるとか、

国はぼったくりバーであるとかの言葉を発

信して注目を浴びました。その後、思いつ

きでＷＴＣコスモタワーですな、あの今の

咲洲庁舎は。それの買収に動かれましたけ

れども、府議会がどうにもならんというこ

とやったから、ちょうどそのとき、先ほど

言うた竜馬伝が放映されておりましたので、

その平成１０年の日本の国の状態から、維

新という言葉を発信して、それが当たって

案の定、我が身かわいさの大阪府会議員、

あるいは大阪の市会議員がそれに乗ってき

たというような状況であったと思います。

その後のいきさつは御承知のとおりであろ

うと思います。そして最近は船中八策とい

う、先ほど説明しました坂本竜馬が命をか
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けて提案した船中八策ということと、そし

てこの前の選挙で自分は民意を受けたとい

うことで、そういう言葉を巧みに使って、

どうにもならん今の国会ですね、どうにも

ならん国会議員を恫喝して、大阪都構想の

実現のためにだけ動いているように私は見

えております。つまり大阪維新の会の目的

は地方分権であり、地域主権の提言であっ

て、坂本竜馬の船中八策とは全く逆の方向

でございます。橋下ブームは今日の日本の

国が置かれた状況、つまり国民の不安を反

射的に感じ取って、そして船中八策という

言葉を利用しただけであるというふうに私

は思っておりますが、この大阪維新の会に

ついて、大阪維新の会の今の状況について、

町長の思いがあればお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  大阪維新の会につきましては、私として

は同感、これはすばらしいなと思うことも

ございますし、いや、ついていけないなと

いうこともございます。これから先、推移

を十分見守らせていただいて考えていきた

いというふうに思いますので、よろしくお

願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  思いですので、別に町長の思いで結構で

すので。 

  次に、豊能町の維新と将来像についてお

伺いしたいと思います。 

  去年の世相を反映する漢字の一字は

「絆」ということでございました。大震災

によりまして不幸にしてその被害を受けら

れた方々は、かの地で助け合い、ささやか

に懸命に生活をされておられます。被害の

なかった我々は、義援金や義援物資を被災

地に送って現地の人を助けるということが

ありました。これは私は大東亜戦争までの

教育、つまり教育勅語によって道徳教育を

された修身という教育のたまものであると

いうふうに私は感じております。しかし、

福島の原発事故による放射能の影響が、被

災地以外の場所に影響が及ぶとなると、手

のひらを返したように反対する人が今現在

出ておりますね、そのがれきを処理するの

に。そういうことですね。そのがれきの処

理を受け入れる自治体が反対運動にあって

極端に少ないと、今やっているのは東京都

だけですかな、そういう状態ですね。震災

によって起きた原発事故以前までは、都会

の人は安い電気で文化的な生活の恩恵を受

けておりましたけれども、それはもう今そ

んなことは関係ないというふうなことにな

っておるようでございますが、安全を基本

とするのは当たり前でございますが、反対

のための反対をするのは私はいかがなもの

かと思います。反対のための反対という、

このことは戦後の個人の権利ばかり教えた

学校教育に大いに原因があろうと思います。

教育勅語を基本とした修身の教育、その果

たしてきたよきもの、必要であったものま

で捨て去る教育を戦後、今日まで行ってき

た、要するに現在の世の中の閉塞感の原因

の一つは、戦後の日教組による学校教育の

結果であると私は思っておりますけれども、

教育長の日教組に対する考え方をお伺いし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 
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  お答えいたします。 

  組合自体の存在については、これは認め

られておりまして、ただ公務員であります

ので団結権のみで、争議権や団体交渉権は

認められていない。組合に関しまして、私

も本省にいましたときに若干携わったこと

がありますが、戦後はまず自分の生活、組

合自体、教員自体の生活は非常に不安定で

あったということ、一つには給料が非常に

安いということで、自分の生活を守るとい

うことが主体で、当時は８割ぐらいの方が

組合に入っておりましたが、現在は日教組

では最近のデータによると２８％ぐらい減

っていると。それはやっぱりいろいろな過

程を踏んで、そういう組合自体の求めてい

る、そういうものに賛同している人が少な

くなってきているのかなと思っています。 

  給与に関しては、これは教員の給与をや

はり上げないとなかなか優秀な教員が集ま

らないということで、昭和４９年に人材確

保法というのができて、一定、生活につい

ては安定されているのではないか。今、組

合が求めているのは、やはり学校教育の中

で議員がおっしゃったように、子どもの教

育、ソフト面での教育をやはりしっかりし

ていかないといけないということで、我々

も町のそういった組合とも年２回から３回、

定期的に会合を持っておりまして、穏やか

に話し合いを進めながら、我々も団結して

豊能町の教育をどうしていくかということ

に力を入れているところでございまして、

今後ともそういうお互いの立場を尊重しな

がら、やはり手を携えて子どものためにや

っていくことが必要ではないかなというふ

うには思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  先の戦争に負けた直後、空襲で焼け野原

となったまちの人たちは隣近所助け合って、

そして日本の復興に努力をされてきたと聞

いております。例を挙げると、アメリカの

当時の日系二世の軍人が、通訳のために戦

争に負けた直後日本に来たと、そしてまち

を歩いていると、見すぼらしい姿をした靴

磨きの少年に出会ったと、その少年が余り

にもかわいそうであるので自分の持ってお

ったパンを与えたと、そのパンはその場で

食べんと懐にしまって、また靴磨きの仕事

に励んでいたと、その日系二世の軍人はな

ぜ食べへんのやと聞いたら、家に妹が待っ

ておると、妹と一緒にそれを食べるんだと

いうようなことで、その日系二世の軍人は、

自分の父母の祖国日本は、きっと近い将来

すばらしい国になるであろうというふうに

感じたそうでございます。私はこのことは、

戦前の教育勅語を基本とした修身の教育の

結果であろうと思います。修身の教育では

二宮金次郎、二宮尊徳ですね。あるいはま

た宮沢賢治の「雨ニモマケズ」という詩な

ど、古今東西の偉人たちのエピソードを通

じて、そして正直、謙虚さ、礼儀、勤勉、

公益、勇気といった徳目を教えられておっ

たというふうに聞いております。今の時代

にありましては、もう一度この教育勅語の

精神を見直さなければならないというふう

に思っております。教育勅語、ここにちょ

っとコピーして持ってきましてんけど、読

むのはちょっと難しいですけど、わかると

ころを読んでみますと、「爾臣民父母ニ孝

ニ兄弟ニ友ニ夫婦相和シ朋友相信シ恭儉己

レヲ持シ博愛衆ニ及ホシ學ヲ修メ業ヲ習ヒ

以テ智能ヲ啓發シ德器ヲ成就シ進テ公益ヲ

廣メ世務ヲ開キ常ニ國憲ヲ重シ國法ニ遵ヒ

一旦緩急アレハ義勇公ニ奉シ以テ天壤無窮

ノ皇運ヲ扶翼スヘシ」というような内容で

すね。ほかにもありますけれども。要約す

ると結局、お父さんお母さんに孝行し、兄
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弟仲よく、夫婦相そろって、この辺ちょっ

と私はできてへんねんけど、友達を信じ、

よく勉強して社会のために国のために尽く

せということであろうと思いますが、小川

教育長、この教育勅語に関する、どういう

ぐあいに思ってはるか、考えてはるか、答

弁をよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  私は戦後生まれなものですから、教育勅

語自体を学校で習った覚えはありませんが、

一応今、議員が言われましたように、教育

勅語というのはどういうものであるかとい

うのは自分なりにわかっておるつもりでお

ります。なかなかその原文を読み切る力は

ありませんけれども、幸い現代口語訳とい

うのが出ておりまして、今言われましたよ

うなこと、親に対する敬愛の念であるとか、

兄弟姉妹は仲よくする、あるいは夫婦仲む

つまじく、さらには学業やその仕事に精進

しなければならないと、大変大事なことで

して、現在では小・中学校においては道徳

の時間というのがございますので、その中

で、時間数にしては年間３５時間ですから、

週１時間教えるということになっておりま

して、内容についてはほぼ教育勅語の内容

と変わりないというふうに思っておりまし

て、これは教育基本法に載っております、

教育の目的は人格の完成であるということ

を言っております。それにのっとって、や

はり幼児期や義務教育において大切にして

いかないといけないということで、我々も

学校に対しては道徳の時間をきちんとやっ

てほしいという指導もしておりますので、

学校でも学習指導要領にのっとって取り組

んでいただいているというのが現状でござ

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今までは天下国家のことでございました

けども、いよいよ豊能町についての本題へ

入らせていただきたい。時間ももうござい

ませんのでよろしくお願いします。 

  豊能町の人口は平成２４年１月末で約２

万2,７００人、一番多いときだと思います

けれども、平成９年３月末で約２万7,４０

０人、これだけ今現在、人口が減ってきて

おりますね。来年度、平成２４年度の一般

会計予算の総額は５８億4,０００万円、そ

のうち町税収入は２０億7,４００万円です

ね。町税が一番多いと言われておる、その

ときの一般会計の総額予算は７６億２００

万円、そのうち町税収入は３３億2,６００

万円ということで人口の減少がそのときと

比べて約１７％であるのに対して、町税の

落ち込みは実に３８％の落ち込み、このこ

とから、豊能町の人口構成からいって高齢

化が非常に進んでいるというのが見えてき

ます。そしてその経常的な経費、来年度の

予算は４８億5,６００万円、平成９年度は

５３億8,６００万円、そして投資的経費は

来年度は９億8,４００万円、平成９年度は

２２億1,６００万円ありました。この結果

から、経常的経費は約１０％しか減少して

おりませんが、投資的経費が４４％まで落

ち込んでおるというような状況でございま

す。このことからすると、住民サービスが

極端に減少してきておると、近い将来住民

サービスができなくなるんじゃないかとい

うふうに思うし、その可能性が十分あると

思います。 

  ちなみに人件費、これは来年度１９億6,

０００万円、全部の人件費、これ特別職が

入ってるかどうかちょっとわからんのやけ
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ども、そういうことで平成９年度は２２億6,

６００万円、１３％の減少であります。し

たがいまして、今後思い切った職員の減少、

経常的経費の落ちは１０％で町税収入は３

８％落ちておりますので、思い切った職員

の減少を図ることが必要となってくるんじ

ゃないかというふうに思いますが、町長の

考え方はいかがですか。よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  それではお答えをさせていただきたいと

思います。 

  昨日も職員につきまして御質問がござい

ましたとおり、今、川上議員の職員の思い

切った減少はというお話がございますけれ

ども、私はもう十分できているというふう

に理解しております。といいますと、今、

住民の皆さんの住民サービスについて、一

般職、どれだけの人数でいるかということ

はかなり厳しい状況下になってきていると

いうふうに私は理解しておりまして、これ

から先の住民サービスに向かってどれだけ

の職員の人数が要るかということを考えま

すと、今ここでぎりぎりいっぱいではない

かなというふうに思っております。申し上

げますのは、消防職員、減らすわけにもま

いりませんし、保育所の先生、幼稚園の先

生を減らすわけにもまいらないという状況

下でございまして、これから先ということ

になりますと、技能職の皆さんということ

なんですけれども、これも年齢が若い、前

任者が技能職につきましてはサービスの低

下になるからということで継続をきょうま

でしてきているということでございますの

で、かなり厳しい状況下にあるのではない

かなというふうに思っておりますので、ど

うかひとつよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  役場の仕事はずっと進んできて、仕事の

量はふえてきておるというような状況もあ

ると思います。私は例えば一つの例として、

豊寿荘があり永寿荘があり、そこは年寄り

の人しか使わへんと、そうじゃなしに、そ

の地域の人はこれから先は豊寿荘であって

も永寿荘であっても、その地域の人全体が

使えるような状況にする、そういうことも

やっぱり一つの施策や思いますわ。その役

場内の仕事の量、これはやっぱり身軽にし

ていくことが必要だと思います。 

  それともう一つ、私いつも思ってんねん

けども、２００何人かの職員が、全部が仕

事をしてるかいうたら、私は仕事をしてな

い職員も中にはおられると思いますので、

その人たちの、極端に言ったら首を切る方

法はないんだというように思ってまんねん。

私も仕事上経験あんねんけど、大体１０人

おったら全然仕事せんやつが２人おります

わ。仕事を一生懸命するやつ２人、あとの

６人はまあまあですわな。その全然仕事を

せん２人を切ると、２割減りまんねや。そ

ういうぐあいの法をやっぱり考えていかん

と、今後の、今のこのデータから言うたら

豊能町はもうもっていかない思いまっせ。 

  そこで、その税の収入の方法の一つとし

て提案するけども、一つはその宅地の、い

わゆる宅地建物、これの固定資産税を今の

倍にしまんねん。反対にその同居しておる、

２世代同居しておる、あるいはまた同居せ

んでも同じ豊能町内に息子や娘、孫が住ん

でおったら、その固定資産税を今の固定資

産税よりも下げて課税するというような方

法はどうかなと。ということは若い人はふ
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えてくるし、年寄り夫婦だけで固定資産税

倍になったらかなわんからよそへ行きます

わな。ほなら若い人もふえてくる、子ども

もふえてくる、こういう方法はどうかいな

と私、思ってまんねんけども、この考えど

ないでっかな、町長、基本的にはね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の発想につきましては、先ほど

の職員の削減につきましては、私といたし

ましては、私の考えでは正直な話、やはり

一本化、庁舎は一本化、やはり分散してい

るものを一本化にしていきたいという思い

はございます。お金がございませんのでで

きませんけれども、それをすることによっ

てかなりの削減がしていけると思います。

しかし今おっしゃいました２人を減らすと

いうお話でございましたけれども、２人減

らしたらまた２人ふえます。だから今の現

状で何とかそういう形をとっていきたいと

いうふうに思ってます。 

  先日、総務部長が申しましたとおりに、

平成２７年だったと思うんですけれども、

２００人を切った体制づくりをしていきた

いというように思っております。私が就任

させていただいてから今日まで、職員は３

８名退職をしてます。８名は新規採用をさ

せていただきました。そういうバランスの

中で、事務移譲は御承知のとおり、いくら

ぐらいあるかということでございますけれ

どもかなり大きな事務移譲がございます。

職員１人に少なくとも３つ４つは最低限持

っているというのが現状でございますので、

今後の対応として議論はしていきたいとい

うように思いますのでよろしくお願いしま

す。 

  宅地につきましては、考えておりません。

もう少し変わった形の中での若い方が入っ

ていただける方法論はないだろうかなとい

う私の思いでございます。どうかひとつ御

理解のほどよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。職員の推移ついて。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  町長のほうからちょっとありましたけれ

ども、職員の推移でございますが、今年度

勧奨退職される方が５名おられます。これ

が今年度以降２名ずつあったとして、平成

２７年度では全会計で２１１名、それから

一般会計では１８４名になる予定でござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  それでも町税の落ち込みからいうと少な

いですわな。先ほど言うた固定資産税倍に

せいというのは、普通の考え方かいうたら

それは無理かもわからんけども、今、維新

の時代と言われているときやから、すべて

を変えていかなかんということで、やっぱ

り今までの常識を変えていく、このような

考えなかったら、将来ちょっとおぼつかな

いなというぐあいに思いますので。その年

寄り夫婦ばかり残って倍にしたら、それは

出ていかなあかん可能性もあるかしらんけ

れども、不幸にして子どもができてなかっ

たり、そういう人にはやっぱりそういう特

例で免除していったらええし、やっぱり基

本的にはそういう考えでいかんと、恐らく

今後豊能町はやっていけんのちゃうかなと

いうぐあいに思います。 

  もう一つ税収をふやす方法、旧村のこと

ですわ。今、遊休農地、耕作放棄地ようけ
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ありますわな。これ前の９月やったかな、

一般質問で聞いたときには大分ようけある

なというぐあいに感じましてんけども、こ

れらの遊休農地あるいは耕作放棄地の解消

に向けて、今、大阪府のみどり公社がその

取り組みを、解消に取り組んでいるという

ことですが、このみどり公社のことは後で

聞きますけども、その解消に取り組むには

結局金が要るわけですわな。金要らん方法

おまんねん。というのは先ほど言うたよう

に、遊休農地や耕作地にはその倍の課税し

まんねや、農地に。ほんだらやっぱり持っ

てる人は、こらかなわんな、えらいこっち

ゃなと思って人に貸したり、自分で耕した

りしますわな。ほんだら遊休農地も減って

くるのちゃいまっか。別にみどり公社とか

そういうもの使わんでも、金使わんでも遊

休農地が解消になるという方向になってく

ると思うねんけども、この考え、町長どな

いでっか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  遊休農地、川上議員のおっしゃる維新と

いうことにつきましては、私もそういうこ

とにつきましては行政としてしっかりとや

らなくてはいけないなという部分はござい

ます。しかし遊休農地のということになり

ますと、特定ということになりますので、

今のところはちょっと考えてないというふ

うに御理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そこで今、このみどり公社と、大阪府の

財団法人大阪府みどり公社でっかな、これ

が遊休農地あるいは耕作放棄地の田畑のあ

っせんに動いておるというぐあいに聞きま

すが、このみどり公社の目的というのは一

体何か、答弁していただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  大阪府みどり公社でございますが、大阪

府がその財源をほとんど出資した公益財団

でございます。財団の設立の目的といいま

すか財団の事業としまして、農業の振興及

び都市と農村の交流事業と、それから府が

持っております府の森、各種農林関係施設

の維持管理、それから地球温暖化防止活動

等の推進、これらの事業を行うために大阪

府がそのほとんどを出資した公益財団でご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  今、説明のあったみどり公社というとこ

ろが、去年から高山地区で右近の郷を利用

して高山の遊休農地あるいは耕作放棄地、

そういう場所を企業とともに説明会にこら

れましたけれども、このみどり公社の持っ

ておる権限ですね、どこまでそのみどり公

社が権限を持っておるのかいうことをお伺

いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  みどり公社の業務の一つといたしまして、

農業経営基盤強化促進法という法律がござ

いますが、その中に農地保有合理化法人と

いう規定がございます。この法人が行う業

務は、農地の貸し付けのあっせん、農地の

取得それから農地の借り手のあっせん並び
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に取得した農地を要求される方に売却とい

う、営利目的としない法律に基づく農地の

仲介といいますか、そういう業務を法律上

認められていると、業務の一つにしている

ということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  簡単に言うと、結局と不動産屋みたいな

もんですな。売り主がおってそれをあっせ

んして買い主を紹介すると、あるいは農地

を借りる人がおって、貸す人がおって借り

る人がおる、そのあっせんをするのがその

みどり公社ということでんな、簡単に言う

たら、わかりやすい言うたら。例えば、今

法律が簡単になっておると思うねんけども、

個人であってもその農地を借りるためには、

その借りる手続をせなあかんと思いまんね

んな。法人であれば余計にその手続が必要

や思うねんけども、その法人が農地を借り

る条件は、一体どういう条件であったら借

りられるのか、わかっておったら答弁よろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  平成２１年度の農地法の改正によりまし

て、農地は非常にいろいろ法律的に厳しい

制約がありましたが一部緩和されておりま

す。その中で、例えば経営基盤強化促進法

に基づく利用権の設定、これは耕作ができ

ない、高齢化によりとか、農業の採算性の

問題があり耕作できない、がしかし新たに

農業の規模拡大をしようと考えられている

方に対する利用権の設定とかを簡単に行え

るようにしようと。法人の農地の借り入れ

というのは、やはりまだいまだに農地法の

中では若干制限が加えられており、農業経

営基盤強化促進法に基づく利用権の設定と

いう考え方で法人が農地を借りているとい

うのは今現在行えるという方向でございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  ということは、その設定をすればどんな

法人でも、その法人がそういう資格を持っ

てなくても、どんな法人でも借りれるとい

うことですか。違いますわね。法人は法人

としての農業ができるという体制をとっと

かんといかんし、その体制をとる条件はわ

かっておったら、答弁、もしわからんかっ

たら結構ですけど、どないでっか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  農業委員会が、その辺、農地法について

は権限行使を行っておりますので、その辺

の詳細はちょっと承知しておりませんが、

平成２１年度の農地法の改正に伴います法

人の参入については、農業生産法人が一番

しやすいというふうに改正されたというふ

うに記憶しておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  時間もあれやし、あれやけど、結局その

法人が農業をしたいというのは、その法人

の中に農業従事者、農業に関す従事するも

んが年間１５０日以上おらんとあかんとい

う最低条件があるわけですわ。もう一つは

そのみどり公社を通したらだれでも彼でも

そういう条件さえあれば農業ができるじゃ

なしに、やっぱり豊能町であれば豊能町の

農業委員会、池田市であれば池田市の農業

委員会を通さんと、それでオーケーをもら
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わんとできないわけですわ、これは個人も

一緒ですわね。そういう手続を踏んで、今、

高山地区でそういうみどり公社を通じて来

てる業者がそういう手続を踏んでるのかど

うか。踏んでなかったらば、即、踏んでも

うてしてもらわんとあかんわけですわ。そ

ういうことをやっぱりして、先ほど言うた

ように遊休地、耕作放棄地を使ってもらう

と、そういうので使ってもらえへんかった

らその農地に税金を倍かけてもたらよろし

おまんねや。そういうことを私は言いたか

ったんですわ、実は。そういうことで、す

ると多少なりとも豊能町の税収がアップす

るんじゃないかというふうに思います。 

  それから次に、豊能町の地域社会の将来

について質問させていただきます。 

  この間も新聞で、さいたま市でっか、一

家３人が飢え死にしたということあったし、

東京都の立川市ではお母さんが先死んで、

子どもが飯食われんで死んだというような

ことがテレビや新聞で報じられております

けれども、これは今の時代には考えられな

いということですが、これは今の時代の地

域社会の大きな欠陥であるというふうに思

います。 

  時代劇で、よくテレビなんか見てると、

長屋で、長屋の中に井戸があると、その井

戸ばたでその周りの人が集まってきて、顔

を洗ったりあるいは大根洗ったり、ニンジ

ン洗ったり洗濯したり、そのしたりしてる

中でいろいろな話をする、いわゆる世間話

するというような、例えば世間話の中に、

例えばあのおっちゃん、きょう朝早うから

市場に仕入れに行かはったでと、ほんで魚

持って帰ってきはったけども、あのおっち

ゃん時々悪い魚あるさかいに早う買わなあ

かんでとか、そういう話とか、あるいはお

しゃべりの○○ちゃん、このごろ二、三日

顔見えへんなと、どないしたはんねやろと、

何か里帰り行ってはるらしいでとか、ある

いは出稼ぎに来てはるあの人きのうから布

団引かんと風邪引いて寝てはるらしいで言

うて、ぼたもちつくったさけ、一遍それ持

って見舞いに行ったろかとか、そういう他

愛もない話。自分のことになるけども、川

上のいさやん、嫁はんに逃げられてこのご

ろ酒くろって大きな声でわめいとるわ、そ

ういうこと、それが結局その地域の信頼感

になり、きずなになり、だから例えば、朝

出てけへん、例えば○○ちゃんは、けさ顔

見えへんけどどないしてはんのやろと、ゆ

うべ何か頑張り過ぎはったらしいでとか、

そういうことを言うことによって、近所の

人はどないしてはる、こないしてはるわか

りますわな。それがやっぱり、この今の社

会に欠けてまんねん。ちょうどきのうから

出てるように、団地の新興住宅地の中には

空き家がたくさん出てますわな。その空き

家を、井戸は掘られへんからね、今。空き

家をその地域の井戸端会議の場所にして、

だれでもかれでも寄ってきて、いつでもど

こでもどんなことでも話できると、そうい

う場所をその地域、地域に、その小さい地

域につくていったら、そんな餓死して１カ

月も２カ月もわからんような、そういう状

況は解消できるんちゃうかいなというふう

に思うねんけど、町長どない思われます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員のおっしゃいますとおりに、今

はかなり、言葉は悪いですけれども、自己

中と申しますか、自己中心的な流れの中で

の社会というのができ上がりつつあるよう

に私も思ってます。おっしゃることはよく

わかるんですけども、それをそしたら豊能

町がお借りをして、そしてそういう形のも
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のづくりというようなことを考えていく場

合におきましては、やはりいろいろと問題

点があろうと思いますので、いい案とは思

いますけれども、今後検討させていただい

てまいりたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そら難しい思いますわ。旧村には昔から

神社があってお寺があって、そこへ若者か

ら年寄りまでことあるたびに集まって、そ

ういう地域性いうのは、その中で話しして

おるから地域性になりますわな。そのお寺

であり神社はすべて、自分らの中の使って

るもんが共同して維持管理してるわけです

わ。同じように、その空き家を利用する、

１０軒単位、２０軒単位、３０軒単位の空

き家を利用する人は、やっぱり自分らでそ

の利用する空き家を維持管理あるいは借り

賃を払っていって、これはやっぱりそうい

うことをせんことには、役場行政が借りた

って、さあしてくれ言うたかって、それは

やっぱりあかんさかい、そういう自発的な

ことを啓蒙するのに、やっぱり役場からそ

ういうことをしたらどないやとか、せいと

か、強制はできひんけども、そういうぐあ

いにやっぱり今後、維新であるから変えて

かなあかんと思いますわ。せやんと、もう

地域のつながりいうのは、きずな、きずな

言うとるけども、恐らくないと思いまっせ。

そういうことは私は必要であると思います。 

  旧村でもこのごろ、昔は青年団あり婦人

会あり、ありましたわな。今あるかないか、

高山ではもう青年団はない、婦人会もない、

結局例えば公民館の掃除とか墓の掃除、そ

れは昔は婦人会とかそういうもんがやって

たけども、それがなくなったために今やっ

てるのはほとんど老人会がやってまんねん

な。老人のつながりはあるかしらんけれど

も、やっぱり地域のつながりは若いもんか

ら年寄りまで、やっぱりそういうつながり

でもっていかないかんのんで、若いもんか

らお年寄りまでの集まる場所、こういうも

のをやっぱり町があっせんして、金を出せ

ではなしに、指導していく方法が何かあん

のちゃうかなと思いますけども、町長どな

い思われますかな、それは。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の提案はすばらしい提案と私も

思いますけれども、今後この問題につきま

しては十分に職員ともども検討してまいり

たいというふうに思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  その地域のつながり、きずな、信頼感い

うのはそういうようなことで、やっぱり今

までの考えを改めてしていかなあかんよう

に私は思います。 

  次に、教育関係の件で、先ほど教育勅語

の話ちょっとさせてもうてんけど、義務教

育課程では、私は教養を身につけるための

読み書きそろばん、小・中学校ですね、と

体育、それから道徳ですね、これを徹底し

て教えて、高校・大学ではやっぱり専門的

なことを教えていって、そういうようにし

たほうがやっぱり国際競争力に勝てる人材

を育てるんじゃないかと。私らの小学校中

学年のときでも、物理とか理科とか習って

実験や何かをさせてもったけども、それが

今、役に立ってるのかな思ったら、何も役
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に立ってまへんわ。国語、ものの言い方や

ね。私も大阪弁でしかようしゃべらんけど

も、ものの言い方やあるいは計算、そうい

うことを徹底的に教えていくということが

私は大事なことであるんじゃないかという

ぐあいに思いますし、あるいはまた道徳教

育も、先ほど言うたように修身のええとこ

どりをして、やっぱり子どもに教えて、教

養のある子ども、大人になったら教養のあ

る人を育てていく、子どもに対しての教育

が必要やないかなと思いますけれども、教

育長どない思われます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  現在の教育については、平成１８年の１

２月に教育基本法が６０年ぶりに改正をさ

れております。その際に、今まで教育につ

いては一本で書かれていたものが、幼児に

おける教育、それから義務教育、家庭教育

はどうあるべきかというのが規定されてい

ます。それを受けて平成１９年度に学力学

習状況調査も始まりました。その結果とし

て、今、議員がおっしゃったように、やは

り基礎・基本が身につけられていないとい

う実態が明らかになりまして、国のほうと

しては平成２３年度からは小学校、平成２

４年度からは中学校の学習指導要領を改訂

して、国語と算数については授業時数を約

１割ふやすようなことをされています。そ

ういうことで、道徳も非常に大事なことで

ありますけれども、やはり私も義務教育と

いうのは基礎・基本をきっちりやるべきだ

と、それにはやっぱり読み書き、今はそろ

ばんとは言いませんけれども、そういった、

大学に行っても分数の通分ができない生徒

もいるというような、大変そういう実態も

出てきておりますので、やはり基礎基本は

小学校でやるべき、中学校でやるべきこと

はきちんとやるということは大事だろうと

いうふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  最後にもう１点、サバイバルの件、これ

をちょっと質問したいと思います。 

  去年の福島の原発の事故ですね。地震が

起こって電力の事情が極端に悪くなって、

これからも場合によっては一時的に電気が

使えなくなるような状況があるんじゃない

かというふうに私は思っております。そし

て先ほど言うたように、中東情勢ではホル

ムズ海峡がもし封鎖されればその原油が入

ってこなくなるというような状況の中で、

我々の生活がそのようなことがあっても普

通に生活できる、これはあり得ない話です

わな。そのためにもサバイバル。あの戸知

山、あれええとこやから、サバイバルとい

うのは困難な状況を越えて生き残ること、

またそのための方法や技術を経験すると、

サバイバルとは日本語で言ったらどないか

わからんけど、サバイバルという言葉です

わ。そやからあの戸知山に今の現状のまま

しといて、Ａ級、Ｂ級、Ｃ級のクラスに分

けて豊能町の住民を例えば１週間、１０日

あるいは１カ月、体だけほうり込んで、そ

こで一遍生活せいというような経験をさす

ことによって、大きな地震があって孤立し

ても、あるいは電気が消えても生活できる

能力が養えるのんちゃうかいなというふう

に思ってんねんけど、町長この考えどない

でっか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  室木副町長。 

○副町長（室木伸治君） 



 

 3－30 

  お答えいたします。 

  総務部のほうでは戸知山のほうを管理し

てくれておりまして、また田中副町長はい

ろいろ、今までの経験を生かしまして戸知

山にいろいろなゾーンをつくったらどうか

ということで、役場の中でも部長会でその

基本構想というものを示してくれまして、

それに向かって平成２４年度は、それに条

例設置までいけたらいいなというようなこ

とを考えておりまして、そのゾーンはいろ

いろ、これは何ゾーン、これは何ゾーンと

いうことで、例えば桜を植える桜ゾーンと

かそういうことを今、もう既に役場にあり

ますが、今のところフリーハンドで書いて

おりますから、まだ皆さんに公表できるも

のまでもいっておりませんけれども、それ

を平成２４年度に公表できるように段取り

を進めておりますが、何も使わないゾーン

もありまして、そのゾーンにひょっとした

ら今のサバイバルもいけるかもわからない

という今の状況でございますから、それも

視野に入れながら職員と一度考えてみたい

というふうに思いますので、よろしくお願

いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  そのままほうり込んだら、それは今の人

は何もできんから、やっぱり一応は火のお

こし方から食べ物のとり方から基本的に教

えないかんけども、そういう困難な状況の

中で１週間、１０日なり生き抜いていくと

いうことも、今のこの我々には必要やない

かというぐあいに思いますねんね。だから

そういうことも考えて、ほとんどもう今の

御家庭は、一たん電気絶たれたら何もでき

ないわけですわな。食うもんはおろか何も

できないわけですわ。そういう電気のない

とこで、あるいは火も何もないとこでほう

りこんで、そういう生活を経験することに

よって、やっぱり大震災とかいろいろな天

災とかに備える基礎ができるんじゃないか

というふうに私は思います。そういうこと

で、一番初め言うたように、維新は何も橋

下徹さんの専売特許ちゃいまんのや。今自

体が、世界じゅうの中もそうやし、日本も

そうやし、大阪府もそうやし、もちろん豊

能町もそうやと思いまんねん。やっぱり今

までの常識は常識として、必要なものはあ

るけども、必要でない常識はきれいに取り

去って新しい形につくっていくということ

が私は大事や思いますわ。 

  こういう大阪府のことやら国のことを話

しすると、昔Ｎ議員さんておられましたわ

な。あの人が、そんなこと言うのやったら

大阪府議会議員になったり国会議員になっ

て言えやというようなことがありましたけ

れども、やっぱり我々は初めに言うたよう

に、豊能町の住民であり大阪府民であり日

本の国民であんねんから、やっぱり国のこ

とを思い国のことを考え、大阪府のことを

思い大阪府のことを考えて、豊能町はどう

あるべきかということをやっぱり考える必

要があると思います。そういうことで、

我々豊能町の住民はこの大震災の直後の

方々の行動のように、信義を重んじ、大義

に立ち、そして義理を欠くことなく、義務

を優先する国づくり、まちづくりに対処し

なければならないと私は思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

  以上で私の質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  豊能第一クラブの川上勲議員の発言があ

って、残り４分３８秒残っておりますので、

第２質問者、第３質問者にそれを順次送ら

せていただきますので御了解ください。 

  この際、暫時休憩いたします。 
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  再開は、午後１時といたします。 

（午前１１時３０分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、平井政義議員を指名いたします。 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  それでは、豊能第一クラブ、平井政義で

ございます。質問をさせていただきたいと

思いますけれども、午前中、きのうと大変

御苦労さんでございます。またほんで午前

中は、川上先輩の議員から、世界の災害そ

してまた天下国家を語るというような大き

なテーマで頑張っていただきましたけども、

私はそれだけの能力がございませんので、

豊能町の中身について、私は質問させてい

ただきます。 

  今までから何回もやっておりますけれど

も、まず第１番目は、この予算また町長の

施政方針の中から取り上げております。と

きわ台の、町内の溝蓋工事でございますけ

れども、これは何度も、以前からも質問さ

せていただいております。前回の質問のと

きには４０％強ですか、できてきたと。そ

れも十二、三年かかっていると思いますけ

れども、そういった中、現在、平成２３年

度、ことし１年間についての進捗状況とい

うのをちょっと聞かせていただきたいと思

うわけでございます。 

  前回よりどれぐらいの距離が延びて、あ

と何％進んでいるというのをお答え願いた

いと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  ときわ台地内町道の溝蓋の設置工事の進

捗でございます。平成２３年度末の進捗状

況は、完成予定が約8,８６０メートルでご

ざいます。全体の施工予定面積が約１万6,

５００メートルと考えられますので、進捗

率約５3.８％という状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  これ、今の現在では５０数％と、１万6,

０００が8,８６０メートルですかな、今で

きてるのが。これ、今回もこの予算計上さ

れておりますけども、この予算、溝蓋など

と書いて2,５００万円の計上されておりま

すけども、年間この中のどれだけの金額を

溝蓋に充てておられるのか。それとときわ

台の自治会とかそういった話し合いの中で

どのような進め方しておるのか、その辺ち

ょっと説明願えますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  まず新年度予算の中での金額でございま

すが、一応予算計上といたしまして６００

万円を計上いたしております。 

  地元との話し合いでございますが、ここ

数年、予定設置路線についてここを考えて

おりますので御協力をよろしくというよう

な形で、文書とそれから面談で話を進めて

おりますが、施工当初のように、うちのこ

んなとこせんでええとか、そういう調整に

時間がかかるという問題は、最近は聞いて

おらないところです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  なぜこれこれを聞いてるかというと、ち

ょっと過去十二、三年から進めてきて全然

進んでないときとか、もうほんまこれ１０
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年で片づけようという話を最初のときはし

てましたわな。１０年スパンでこれをやっ

てしまおうという話で、これ切り出された

のがこの事業ですわ。毎年何ぼかの予算を

組んで、その分をつくっていこうと。それ

も地元の反対やいろいろな問題があって進

まない状態が起きていると。それはもう現

状私らもわかっておりますけど、もう１２

年、１３年たってきて、まだこんな毎年６

００万円ぐらいの予算組んでやっていくと、

これちょっとおかしいと、もう私の考えで

いえば、来年度、再来年度、あと残り２年

でこれ消化しましょうと、やってしまいま

しょうと、それに手を挙げないところは放

ってでもこの事業はもう終わってしまいま

しょうというような段取りの話はできてな

いんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  本事業は、議員御指摘のとおり、当初の

年数以上にかかっており、事業の進捗が遅

延しているのは事実でございます。今のと

ころ、今後も来年度当初予算程度の額で事

業を執行しますと、さらに今までかかった

年数に近い年数がかかるという予定を立て

ておるところでございます。したがいまし

て、今おっしゃいました、ここあと二、三

年で消化してしまえというのは一つの御提

案かと思いますが、財政状況の問題もあり

ますので、内部で検討させていただきたい

ということでよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  まだ今、ほんなら折り返し地点まで来た

というような感じですわな。まだこれから

１０数年かけて、それを部長はまだ１０数

年かけてでも取り組んでいこうと思ってま

んのか。こんなのある程度地域に投げて、

もうあと２年でこれ思い切った事業でやり

ますと、もうしない、手を挙げないところ

は放っておきますということで答えだした

らええんちゃいますの。こんな事業ありま

すか、町の中でですよ。たかが言うたら怒

られるけども、溝蓋だけの、ふたをしてい

くだけのことでそんだけの反対される、な

んや言うとこは、もう絶対して要らんとい

うことの答えとちゃいますんか。そこで何

ぼ頑張ってても進展性も何もないんちゃい

ます。何年待っても一緒の状態が起きてく

るんちゃうかな。それならば町も思い切っ

て財政を考えて、あと２年で全部やりまし

ょうよと、それにもう乗ってこないとこは

しませんよで片つけたほうがいいんちゃい

ますの。私はそう思うんですけども、そん

な考え全然ありませんか。今部長がちょっ

と思ってるような話もされてますけども、

それを自治会と話し合っていただきたいと、

私はそう思いますんやけど、もう一回答弁

お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  ただいま議員から御提案いただいた、地

元と短期間で何とかめどを立てたい、さら

にその事業内容について要望されている区

間のみを完成させるというような話し合い

をしてはどうかという御提案を、内部で十

分検討させていただきたい、このように思

っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  もう財政難は皆がわかってることであり

ますので、それぐらいの思い切ったことで
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進めていっていただきたいと思いますので、

ひとつよろしくお願いを申し上げておきま

す。 

  次は予算のほうで、この保健センターそ

して豊悠プラザの統合事後事業ということ

で、昨日も質問が出ておったわけでござい

ますけれども、これも吉川旧幼稚園の跡地

を利用して、豊悠プラザと保健センターを

統合させていこうという話ですわな。これ

の予算でもかなりの金額出てますわね。2,

９００万円上げられて、なおかつこの予算

の説明の中だけであれば、工事費用で初期

経費が2,９００万円という形で載ってます

わな。これ豊悠プラザとこの保健センター

のどういう形のものをどのようにしようと

してはるのか、ちょっと私、見えてこない

部分があるので説明をしていただきたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  今現在、豊悠プラザは在宅福祉の分です

ね。それと地域包括支援センター、ボラン

ティアセンター、障害者スペースとか、社

会福祉協議会が入っておりまして、いろい

ろ在宅福祉の事業を行っております。保健

センターにつきましては、保健事業を主に

やっております。豊悠プラザでやっており

ます在宅福祉部門の分を保健センターと旧

吉川幼稚園を利用しまして、そこで運営事

業展開をしていこうというものでございま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  在宅支援センター、在宅支援の方々が入

るとこですかな、この社協の方々が入る分。

ちょっとそれならば、もと吉川幼稚園に入

られるだけで、何でそんな2,９００万円も

の金をかけてそこを、今の旧吉川幼稚園の

跡をそれだけやっていかなだめなのか、ち

ょっと私、理解できないんですわ。という

のは、今現状その豊悠プラザにしろ保健セ

ンターにしろ運営されてますわな。保健セ

ンターなんかでもずっとあれ詰まってます

か。そんなに人が逆に入って話しするぐら

いのもので、こういったものが要るのかな

と、私その辺の理解がちょっとできません

ねん。というのは何もこの統合自体を反対

してるとかそんなんじゃないんですよ。た

だ今の説明で、集まっていただく場所いう

のをなぜこのような形でつくらなだめなの

かなと、保健センター２階やらでもあいて

るのちゃいますの。そういったとこ使って

入ってもらったらええんちゃうかなと私は

簡単に話ししてますけども、ちょっとまだ

理解できてませんので。その辺がちょっと

わからんので説明また願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたしたいと思います。 

  私ども内部では保健センターにすべて収

まらないかというのを最初に議論をいたし

ました。しかし、保健センターの、いろい

ろ部屋がございますが、各種部屋の利用に

当たりましては、保健センターが現在実施

しております特定健康診査とかがん検診、

予防接種等々の各種事業の利用に加えまし

て、今度豊悠プラザが年間１６０回以上に

なりますが、各種介護予防事業等を全部保

健センターに移転、そういう事業だけを移

転するのだけが保健センターの器としては

精いっぱいであると考えました。豊悠プラ
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ザの職員の移転につきましても、保健セン

ターの事務室や応接室等を改修して配置す

るとぎりぎりの状態だと考えております。

今、民生委員やボランティア団体、老人ク

ラブ連合会とか福祉関係団体などの方々が

日常的に会合をされております豊悠ホール

の代替場所とか、ボランティアの方々の活

動拠点でございますボランティアセンター

など、これらを保健センターにすべて移転

させることは物理的に不可能だと内部で判

断をいたしましたので、保健センターに隣

接する旧吉川幼稚園をそこで活用して、そ

こで活動をしていただきたいと。それに伴

います旧吉川幼稚園の改修ですね。バリア

フリーとか空調設備の改修等々、便所の改

修、それに要する費用が今度当初予算に上

げさせてもらってます2,９００万円である

というものでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  内容は大体わかってきましたけども、そ

れならば今の旧吉川幼稚園をバリアフリー

化、トイレ、そういったものの改装で2,９

００万円もの金が要るんですか。ちょっと

私には納得できませんわね、2,９００万円

もそんな金かかるんですか、バリアフリー

とトイレだけで。もう一度。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  ちょっと説明不足で申しわけございませ

ん。一応、今度改修の工事費で見積もり等

を徴収いたした件でございますけど、１階

トイレの改造、空調設備の設置、１階入り

口のバリアフリーの改修、それと保健セン

ターの事務室を改修を考えております。職

員が一緒に仕事するということで、ちょっ

と狭いですので、保健センターの事務室の

隣にある応接スペースを一緒にできるフロ

アに改修したいというのを考えています。

あとは少額になるんですけどイントラの増

設とか電話回線の移設とか、システムの移

設に伴います工事費等、そういうようなの

が主に要する費用でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  時間が余りあってないようなもんで、ち

ょっと時間の都合上、これは終わります。

またどうせ予算の中でも審議されると思い

ますので、そういったことはやっぱり慎重

にやっていかんことには、やはり財政が絡

むものでございますので、ひとつよろしく

お願い申し上げます。 

  次はときわ台の駅のバリアフリー化です。

今も光風台のエスカレーターのほうへ皆気

がいってしまっておって、ときわ台全部忘

れられておりまして、このときわ台のバリ

アフリー化についても、この前能勢電鉄に

も陳情・要望に行っております。そういっ

た中で以前は5,０００人以上の駅が対象で

あったと、しかしながら去年、おととしく

らいですか、特例で3,０００人を対象にし

ようと、3,０００人以上が対象になってき

たわけでございます。そして昨年度の１１

月に能勢電鉄が交通量調査いうので、毎年

あれやってますけども、乗降人員を調べた

ら、2,９０６名かね、出てます。というこ

とは９４名足りませんねや、まだ3,０００

人に到達しない。しかしながら、そのまま

で放っておいてええのかと、ときわ台の駅

いうのはやはり住民にとっては玄関口であ

りますけども、あとの豊能町の抱えている

光風台、妙見口駅、これはもうバリアフリ
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ー化も皆整ってます。しかしながらときわ

台はいまだに何もできていないと、それは

やはり町の事業とは言いまへんけども、町

がやっぱり協力して、能勢電鉄に話しして、

やはりこれはもう進めなければならんのち

ゃいますか。これもう１００名ほど足らん

さかいにって待っておっても、伸びる要素

は今のところ絶対おませんわ。段々リタイ

ア組が多くなってくるので、人は減る一方

ですわ。しかしながら2,９００、ここで手

を打たなければ3,０００の見込みなんかな

いんだから、それは町はどのように考えて

るか、一遍腹を割って話ししていただきた

いと思います。町長一つも答弁、きのうか

ら出てはれへんから、町長の考えを一遍聞

かせてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  先般、２月３日の日だったと思いますが、

議会とそれから交通特別委員会と町とで三

者で能勢電鉄に、ときわ台駅のバリアフリ

ー化についてということで要望をさせてい

ただきました。その中でいろいろと話し合

いをしたわけでございますけれども、能勢

電鉄のほうは余り積極的にやろうという意

思はそのときには感じられなかったので、

町長のほうから、町も一定３分の１の補助

金については前向きに検討するので、能勢

電鉄のほうも前向きに検討してほしいとい

うことで申し入れたというふうに思ってお

ります。 

  議員御指摘のとおり、補助金については

おおむね3,０００人以上ということで、2,

９０６人ということで、この間能勢電鉄の

ほうから公式にその会議のときに発表があ

ったわけでございますけれども、おおむね

でございますので、今の現状であれば多分

補助金の範囲内でいけるのではないかなと

いうふうに思っておりまして、できるだけ

これ、だんだんと減ってきて補助金の資格

がなくなると、この事業については能勢電

鉄の敷地といいますか軌道の中で行きます

ので、能勢電鉄がどうしても事業主体にな

らなければならない事業というふうに認識

しておりますので、町のほうからも３分の

１を前向きに出すので、能勢電鉄も３分の

１を出してよい案、エレベーターがいいの

かスロープがいいのかというのはこれから

検討していくことになると思いますけれど

も、あとの維持管理等がやりやすいように、

町もお金を出すかわりに能勢電鉄も事業主

体になってくれということで積極的に後押

しをしていかなければならないのではない

かというふうに思っているところでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。 

  ちょうど平井議員も一緒だったと思うん

ですけど、２月３日行かせていただきまし

た。そのときに私、今、総務部長が申し上

げましたとおりに、ときわ台駅だけが何も

できてないということで、社長に、私のほ

うも頑張りたいと、だから能勢電鉄のほう

も頑張っていただきたいということで申し

入れをしたつもりでございます。この点に

つきましては今後できるだけ早急に能勢電

鉄と話し合いをさせていただきまして、皆

さんの御期待に沿えるように努力してまい

りたいと思いますのでよろしくお願い申し

上げます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 
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○１１番（平井政義君） 

  ありがとうございます。これはやはり町

行政も加わって、やはり能勢電鉄が事業主

体となってやっていただかなくてはならん

けども、補助態勢はとって、やはり町のた

めにこういったことは進めていっていただ

きたいと思います。 

  それと、ときわ台の駅前駐輪場ですわ。

この駐輪場もときわ台と光風台、妙見口駅

も皆あるわけなんですけども、これも前回

私が質問したときにも、完全に駐輪場自体

を廃止するというような形で前の前田副町

長がおっしゃってるんでしたわな。おっし

ゃってくれましてん。何でかというと３

０％ぐらいの利用しかないと、だから私は

第二駐輪場で皆賄えるやないかと、無料開

放して駐輪場事業をやめたらいいん違いま

すのという話をしたときに、進めてみまし

ょう言うたままになってますけど、今どん

な考えになってますねや。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  室木副町長。 

○副町長（室木伸治君） 

  お答えいたします。 

  結果はまだ進んでおりませんけれども、

内部では検討をしておる最中でございまし

て、まず収支バランスによる採算性は当然

議員がおっしゃられたように、以前にも私

も聞いておりましたけれども、あれぐらい

の規模であればもう無人化でいけるんじゃ

ないかというふうなことを今まで考えてお

りましたけれども、何せときわ台におきま

しては半地下でございますから、人がだれ

でも入れるというふうなことになりますと

防犯上どうしてもちょっとぐあいが悪いと

いうことが、それが一番のネックになって

おるということと、あと、光風台におきま

しては、場所は今管理人さんがおられると

ころにとめておられる部分は、階段の横の

部分または下の部分にばらしたら十分のス

ペースはあるということでございますから、

あそこは閉鎖できる可能性は、もちろん

我々もそのつもりでちょっと考えておるわ

けでございますけれども、何せエスカレー

ターの監視員があそこに監視をずっとして

くれておりますので、それをちょっとつぶ

してしまうのはいかがなものかなというふ

うなので、ちょっとそこもネックになって

おる。ただ光風台の部分につきましては、

あいたとこがいっぱいありますから、その

スペースを何とかほかのものに使えないか

と、例えばだれかに貸してもええやないか

というのを一回ちょっと考えてみいという

ふうに、私も就任してから大分言っておる

んですけれども、それもちょっと施設が古

くなっておりますから、塗装がどうとかこ

うとかということで、役所でございますか

ら、ちょっとでも塗装がはげておれば、は

げておりますとか、そんなんですから、私

の場合は大体単純でございますから、そん

なもんひっくり返るはずはないというふう

にしていろいろ担当には言っておりますけ

れども、まだなかなか進んでおらないとい

うのが現状でございまして、また吉川の駐

輪場につきましては、それも結構少なくし

かまだ使っていただいておりませんけれど

も、あそこは無人で何とか運営をさせてい

ただいております。そのかわり１日に何回

かは職員さんが向こうへ警備に回っておら

れます。 

  先ほどの質問でもありましたように、と

きわ台駅のバリアフリー化が進みますれば、

我々といたしましても能勢電鉄に、あそこ

の前に結構敷地がありますから、その前に

無料の駐輪場のスペースでも置いてくれへ

んかというようなことをまず言いたいと、

まだ言っておりませんけれども、そうした
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らそこに無人の駐輪場もできるんじゃない

か、それとまた今の半地下の部分の上の部

分を改造いたしまして、そこに自由に置け

るようにしてもいいんじゃないかというよ

うな、そんな案もいろいろ考えておりまし

て、まだ結論には至っておらないというの

が現状であります。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  １歩でも２歩でもそのような形で進んで

いって、やっぱりまちの活性化とかそんな

のもすべてがそういった形で進めたら、ま

ちはちゃんと明るくにぎやかになってきま

んねん。 

  というとこでもう次の質問に入りますけ

ども、何やきょうはときわ台の駅前ばかり

の話ししてますけど、またそれも私がちょ

っと腹立たしいいうか、ちょうどまたそれ

は能勢電鉄へ２月の３日、私ら要望・陳情

に行った日ですわ。行ってる間にときわ台

２丁目、１丁目から２丁目へ上がるとこの

あの桜の木、７０年ぐらいたっている木で

すわ。私が小さいころから、ときわ台が駅

がない時分から、あそこらの地域は猿坂言

いまんねん。動物の猿ね、の坂と書きまん

ねん。その地域で私ら田んぼがあって育っ

てきたわけですわ、それを見ながら。無残

にその１８本、正直な本数言います、１８

本の大きな株が全部切られてる。余りにも

無残ですわ。こんなこと町がやって、片や

町長は桜の苗木植えてまんねんで。もみじ

の苗木とか。その事業を一生懸命されてん

のに、大きな桜の木は皆切ってしまった。

これ何があったんですか。ちょっと説明願

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  木の伐採に当たりまして、住民の皆さん

に周知並びに意見集約が十分行われてなか

ったということ、我々サイドでほとんど発

注をかけてしまったということにつきまし

ては、深く反省いたしております。まこと

に申しわけございませんでした。とりあえ

ず切ってしまいまして申しわけございませ

んでしたとしか言いようがないというとこ

ろでございます。 

（発言する者あり） 

○建設環境部長（川上和博君） 

  発注をいたしました内容といたしまして

は、平成２３年度緑地等支障木伐採業務と

いう形で、本町が管理しております緑地の

中で支障になるであろうと思われる樹木の

伐採業務を発注した中に、今回、今、議員

のおっしゃった樹木もその中にカウントし

ておったということで、結局、今おっしゃ

ったように景観に果たす役割、また周辺地

域の方々の意見集約等に十分行き届かない

点があったということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  部長、それではちょっと話にならん。と

いうのと、切ってしまったものは私はもと

へ戻らんのわかってまっせ。環境やらそん

な話で、そんな全部一遍に切ってしまわな

あきませんのか。あれほんで景観をようす

るためって、下の私が以前から言うてる水

道事業所のポンプを見せるためにあれは皆

切ったんでっか。逆に私質問しますわ。景

観ようしよういうのは下の、そこから見お

ろしたら桜の木は全部なくなってるから、

水道事業所の跡の汚いポンプの、整理して

くれ言うたやつが全部残ってる、それがま

ともに見えるんですわ。これ景観ですか。
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私それ得心できませんわ。 

  それと、切ったことについてはもう私も、

これは仕方ないことや。切ってしまったら

もうあんな木を張りつけていけったってで

きないんだから。でもやっぱり配慮が足ら

んよ。もうちょっとやっぱり考えて事業を

進めていただかないと、それかて予算伴っ

ていくんですよ、切るのでも。当然そうで

しょう。片や財政難で一生懸命財源を考え

て使ってる中で、木切りました、はい何百

万円って、こない簡単に皆金出せまんのか。

そんな事業やったらおかしいんちゃいます。

だから私言ってるんですよ。 

  それと能勢電鉄はときわ台駅をつくると

きに、団地ができました、あのスローガン

知ってますか。桜の見える、桜のある町い

う形でテーマつけて売ってまんねんで。そ

の桜が消えたらときわ台はどない言いまん

ねん。ちょっと情けのうなってきてまんね

ん、私。もう一回だけちょっと答弁してく

ださい。そのポンプの跡地のことも含めて。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  桜の木が従前から果たしてきた景観を形

成しているという部分についての配慮が全

くなされてなくて、言いわけになりますけ

ども若干の病気等もあったということから

伐採をさせていただいたということで、今

回おっしゃったとおり、その辺の住民さん

との意見調整並びに周知が不十分であり申

しわけなかったと思っております。またポ

ンプ場の件については担当のほうから。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  吉川浄水場の鋼板製の建物というんです

か、構造物の塗装の関係で御意見をいただ

きましたけども、以前にも同じような御質

問をいただいた中で、なかなか管理ができ

ないというような状況です。ただ平面的な

草刈りの管理は頻繁にするようにしており

ますけども、鋼板製のものをまず撤去する

というのが一番だと思うんですけども、な

かなかその費用的に捻出ができなくて、今

まできているような状況です。この件につ

きましても先週だったと思いますけども、

町長と一緒に確認した中で、何とか処理を

しなければならないという思いは持ってお

りますけども、水道の予算的なことも赤字

ということになっておりますので、その辺

も含んで検討していって、前向きに何とか

処理をしていきたいと。まず職員のほうに

は、まず外から見える建物、大きな鋼板製

自体はどうもできませんけども、細かな配

管とかそのようなものは職員で撤去を始め

ようということで意見統一はしております

ので、いましばらく様子をまた見ていただ

きたいというように思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  この話もこれぐらいで終わっていきたい

と思います。 

  昔から有名な話に、国鉄の職員やった人

が、木を植えた男ですか。名古屋から金沢

のほうまで桜の木を、この前もテレビでド

ラマやってましたわな。そういうなんがあ

りながら、ああいう桜の木を何とも構わず

ぽんぽん、ぽんぽん切られたら涙出ますよ、

わしら思い出があるから。もうちょっと考

えていただきたいと思います。 

  それから、時間がもう余りありませんの

で最後の質問として、これは町長が誕生さ

れて今もう４年目が迎えられておるわけで

すけれども、町長誕生されたときに、私、
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温泉を一遍掘ってみてくれという話もし、

一遍ほんなら温泉の調査費としてその当時

から２年間ほど何ぼかお金上げられました

な、調査費で。そういったことについて経

過も、温泉なんか今やってる場合ちゃうさ

かい思って私も質問余りしてませんけども、

その経過なんかわかったらちょっと教えて

いただきたいと思いますけど。調査をされ

たかどうか、それでどういう考えでどう進

んでいったかいうのを教えていただきたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  お答えいたします。 

  今、先ほどありましたように、桜の木に

ついては非常に申しわけなかったというこ

とでございます。今後の植栽計画について

も十分地域と相談して配慮していきたいと、

また更生についても考えていかなきゃなら

んと思っておりますので、その点は御理解

願いたいと思います。 

  温泉の件でございますけども、以前に町

長の別枠で温泉をやろうということで、豊

能町域を調査しようかという議論もいろい

ろしました。その中で調査費を検討して積

算をしてみた経緯がございます。温泉の専

門業者にもいろいろ御相談をして、どうい

う状況かを確認をしたところでございます

けども、内部でいろいろ検討したところ、

今の状況の中で確保するのがどうかと、事

業を進めるのがどうかということがござい

ましたので、事業を今現在凍結しておると

いうことでございますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  旨はよくわかります。だからと言ってあ

きらめずに、やっぱり考えて進んでもらい

たい。なぜならば、今それは高齢化の、団

地すべてが高齢化になって、団塊の世代の

方があふれ返ってますわな。しかしながら、

さかのぼってみてくださいや。２０年前い

うのはその人たちは一生懸命働いて税金を

納めてきたんですよ。その方が今、隠居さ

んになってはるわけですわ。しかしながら

その人らに対しても何もない。温泉の一つ

ぐらいつくってあげて、入ってください、

町の温泉ですよ入りなさい、それぐらいの

ことを配慮してあげても、何もおれ悪いと

思いまへんわ、ほんまに。それは２０年前

ぐらいからいうたら町に対する税金かて相

当を払っておられましたよ。今はないけれ

ども、その人らは不幸ばっかりが重なって

いくんですわ。何かにつけて年金カットや

何やかんやいうて減らすことばかりされて

何の潤いもないんですわ。だから温泉ぐら

いはもうちょっと前へ進んで、やっぱりち

ょっと進めていただきたい、これはちょっ

ともう一回答弁してください。その気があ

るかないか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  お答えをいたします。 

  議員がおっしゃるとおり、我々も温泉と

いうのはやっぱり必要やというふうには思

っております。全体状況、財政状況の中を

見て、今後検討を進めてまいりたいと思い

ますので、その点を十分御理解賜りたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 
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○１１番（平井政義君） 

  ほんまそれぐらいのことをやって、まち

の活性化いうのをみんなで盛り上げてやっ

ていったらええと思いますよ。温泉事業は

決して私は無駄なもんではないと思います。

これ最後に一言、町長も一遍この温泉につ

いての答弁してください。私は町長にお願

いしてるんやから、１回目のときに。それ

ぐらいのことを一遍言うてください。以上

で私の質問を終わります。ちょうど時間で

すので、町長の分です、あとは。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  平井議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  平井議員のおっしゃるとおり、私も就任

以来道の駅と温泉の合同のものをつくりた

いという思いは今も持っております。平成

２１年でしたけれども、平成２１年に1,０

００万円の予算を組んでいただきました。

ある一定の枠の調査はさせていただきまし

た。平成２２年度だったと思うんですけれ

ども、皆さんそれぞれ町の方々から、我々

がやってやろうというお話が出ました。そ

の話を中心に、いろいろと話し合いをして

たところでございますけれども、これもや

はり最終的には行政が中心になってやらな

くてはというお話でございました。これも

行政が中心になるということになりますと

なかなか大変でございますので、ぽしゃっ

てしまったと申しますか、話が平行線に戻

ってしまったということでございます。そ

れ以降、平井議員も御承知のとおりに、お

金を、ふるさと創生の分で１億円いただい

た分、これも使ってしまいました。お金は

使ってしまいました。しかし返済をさせて

いただいております。今4,０００何万円ぐ

らいやったかな。お返しをさせていただい

てます。１億円になるころにはできるので

はないかなという思いでございますので、

御理解のほどよろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  平井政義議員。 

○１１番（平井政義君） 

  そうしたら早急に、あのふるさと創生の

基金をまた積み上げていただいて、やはり

それだけの進めた形で温泉のことも考えて

いっていただきたいと思います。 

  これで私の質問を終わります。ありがと

うございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、西岡義克議員を指名いたします。

残り時間は４１分です。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま御指名をいただきました、豊能

第一クラブの西岡でございます。それでは、

一般質問をさせていただきたいと思います。 

  川上議員、平井議員の後でございまして、

川上議員におかれましては維新の会の件が

かなり出ておったわけでありますけども、

前回もちょっとお聞きしましたように、非

常に壮絶な大阪秋の陣というようなダブル

選挙がなされまして、結果、既成政党と役

人天国にうんざりした浮動票の快勝という

結果になっております。また同時に橋下徹

市長の人気以上の政治的な手腕が結果とし

て出たのではないかなというふうに私は感

じております。 

  この大阪維新の会の快進撃による完勝は、

これ皆さん御存じのように、報道とか、毎

日、新聞に出ておりますけども、今や国を

動かしておるような感じで、これは地方自

治の地方分権に大きな拍車をかけたような

形になっております。橋下市長そして松井

知事の両者が、間髪を入れずに両者が上京
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いたしまして、また大阪市の２４区の区長

公募とか、大阪府の職員基本条例、さらに

は大阪府の教育基本条例の制定等々、矢継

ぎ早の行動が非常に激しいなと私は感じて

おります。こんなに激しいのかなと思って

おりますけども、大阪都構想の実行に向け

てエンジンがフル活動しておるなという感

じがいたしております。 

  さらに今、府市一体の最高意思決定機関

の設置がなされまして、４０名ぐらいの協

力者といいますか、知識層が集まりまして、

維新のブレーンの集積といいますか、それ

はもう圧巻の一語に尽きるものであります。

激し過ぎるなというその現状の中で、ダブ

ル選挙なんか関係ないわとか、大阪府の状

況とか、これからの事態の動向を見て対応

しますというようなことを言っておられま

したけども、そんな悠長なことを言ってい

ると、私は町は置いてきぼりを食うんじゃ

ないかなとそんな気がいたしております。

大阪維新に対しては、どちらかというと川

上議員のように挑戦してつぶされないよう

に対応していかなければならないんじゃな

いかなと思っております。 

  もと経済産業省の古賀茂明氏なんかは、

職員に対してこれから大いに変わると、し

かし変わるところに勇気を持って国に模範

を見せてやっていってほしいというふうに

言っております。豊能町もこれからそうい

った意味では率先垂範、大阪府を突き上げ

るぐらいの行動をやっていかんといかんの

じゃないかなという気がいたしておりまし

て、豊能町にとりましては真の地方分権に

向けて大いに頑張っていかなければならな

いんじゃないかなというふうに今感じてお

ります。 

  そこでまずお聞きしたいのは、この地方

分権がかなり急激に進んでくるんじゃない

かなと、その中で地方分権というのは地域

主権と、我々自身がやるんだということで

ありますけども、そのためには豊能町はや

はり自立していくのか、それとも先ほども

話が出てましたように合併に向けていくの

か、前回の町長の答弁では自分らでやるん

だという形の答弁があったわけであります。

そうしますと、豊能町は自立していくとい

うことになれば財政の問題が出てくると思

います。そこで行財政の改革の問題で少し

お尋ねしたいと思いますが、まず豊能町の

財政は大丈夫なのか、一つこの辺、どの程

度なのかお答え願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  財政が大丈夫なのかということでござい

ます。これにつきましては先般お示しをさ

せていただきました平成２２年から平成２

６年度までかけて５年間で考えております

財政再建計画というのをお示しさせていた

だいておるわけでございますけれども、そ

の５年間の間に２５億円の削減という目標

を立てておりまして、現段階では２３億6,

４００万円、あと１億3,６００万円が不足

していると、これを今後改善する必要があ

るというふうに思っております。歳入につ

きましては午前中からもございましたけれ

ども、どんどんと減収になっていくという

状況でございます。しかしながら、地方財

政計画では、減収に仮になっても一定地方

交付税で補填をされていくという制度にな

っておりますけれども、やはり経常的な事

業を見直していかなければならないのでは

ないかというふうに思っております。 

  もう一つは平成２６年度、計画を立てた

ときには平成２６年度についてはほとんど

余り積立基金が残らないというような状況

でございましたけれども、今年度、この間
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示させていただいたものでは、一定平成２

６年度までには１７億4,０００万円ほどの

基金残高が残るのではないかなというふう

に思っております。これについてはその中

でもお話ししましたけれども、２５項目の

計画を上げまして、多少見直しはございま

すけれども計画的に進めていく、あるいは

人件費等についても大きく削減をしてきて

いるというふうに考えておるところでござ

います。ただ、それをどんどんと税収が少

なくなっていき、基金を取り崩していかな

ければならないということになってまいり

まして、平成２６年度以降、平成２７年度

以降についてはそういうような状況が続き

ますので、また財政再建計画を新たにまた

組んで計画を見直していかなければならな

いのではないかなというふうに思っている

ところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今お話がありました部分は、この間全協

の席で説明されたこの資料だと思うんです

けども、確かにこの平成２４年４月の段階

でいろいろな人件費その他、この２６項目

の中で精査した中で、あと１億3,６００万

円ですか、まだ目標に達していないと、こ

れはこの流れの中でということなんですけ

ども、ただこれ、変わってくることもあり

得ると。それと先ほど、一番大きな部分は

川上議員からも話がありましたけども、こ

れだんだん人が減ってくるというのはもう

確実ですわな。その辺もあるんやと思うん

ですけれども、今まで人件費を、たしか町

長は一番最初に人件費の見直しをされて

５％のカットということをやってまいりま

した。前回私も質問させていただいた中で、

ただ人件費はカットしたけども昇給率はカ

ットしてないなと、とまってないなと、だ

から現実に実際にはそれだけの５％はいっ

てるのかなということも一つ心配なんです

けども、それよりも先ほど川上議員から質

問がありました、いわゆる人件費が町税に

占める割合とか経常経費に占める割合、そ

れから投資的な経費、事業をやっていく、

その部分に占める割合が非常にアンバラン

スやと。だからこの人件費、私も４年ほど

ちょっと調べてみたんですけども、大体変

わりなく人件費が非常にパーセンテージを

占める率が高いと、だからこれはやっぱり

一番早く見直して結果を出せるのは人件費

やないかなと、今回もらったこの資料でも

そうです。この中で一番多く効果が出てる

のは人件費なんですよ。２５項目のトータ

ルの中で２０億6,７００万円、２５番目ま

でで。その中で人件費が１３億4,６００万

円の効果を上げてるわけです。これを考え

たらすぐこれできるわけですよ。だから町

長は先ほどの答弁で、もうこれ以上減らせ

まへんと、そんなん仕事に支障があります

という話がありました。だけど私は、町長

の判断はそうなのかもしれませんけども、

今いろいろな、２市２町でいろいろなこと

をやったり共同でやっていってますわね。

それから私はようわからんのですけども、

いろいろなコンピュータが入って、事務事

業なんかやっぱり昔より減ってるはずなん

ですよ。だから何でもっと働かれへんのか

なと、私らはそう感じるわけです。だから

川上議員が言ったように、働いてないやつ

もおるんちゃうかと、そういった部分では

今、大阪府の出している職員基本条例、そ

の辺もこれから検討する余地はあるんちゃ

うかなと、あの職員基本条例は基本的には

勤務評価とそれとリストラが一つ入ってお

るんですけど、勤務評価ということですよ。

勤務評価をやっぱりやっていって、これは

別に勤務評価をして下げるとかそうじゃな
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くて、適正に頑張った人にはそれだけ渡せ

るという形になってるわけですよ。みんな

一律に一緒なんていうのは、これは役所だ

けの発想で、民間に行ったらそんなのおか

しな話で、非常識な話なんですよ。だから

そういう部分で今ちょっと調べた中でも、

例えばことしの予算組みを見ても、これ平

成２４年予算は５８億4,０００万円、その

うちで予算の中に占める人件費が３４％で

すわ。予算の中でですよ。町長、町民税な

んて２０億円しかないわけですよ。その中

で人件費が９５％入ってるんですよ。町民

税のほとんどを人件費で食ってるわけです

わ。そうすると交付税とか繰入金とか町債、

借金せえへんかったら事業なんかできない

ですよ。公債費が５億6,４００万円あるわ

けです。５億6,４００万円いうことは、町

債が４億2,９００万円ですわ。借金は毎年

１億円しか返してないんでしょ。全体で６

０億円ぐらいあります。その中で一般の起

債起こしてるのが２０億円ほどあるはずで

すわ。１億円返したら２０年かかるわけで

すよ、はっきり言うたら。今までずっと見

てきて、大体１億円ぐらいしか返しないん

ですよ。そんなことでやっていけますか。

室木副町長、ちょっと答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  経常収支比率に占める人件費が非常に高

いという御指摘だというふうに思います。

なるほど大阪府下の中で経常収支比率に占

める人件費というのは、大阪府下の中でも

非常に高い。それからまた1,０００人に対

する人口についても職員の数が多いという

ことは認識しております。といいましても、

先ほど朝からもございましたけれども、保

育所の先生あるいは消防署、例えば２署体

制にしておりますけれども、こういうのを

一緒にしてしまう、あるいは幼稚園の先生

を少なくする、あるいは統合して少なくす

るというようなことは現実問題としてはな

かなかできないというふうに考えておりま

す。 

  きのう竹谷議員の質問にも答えましたけ

れども、事務職につきましても、町村の平

均の職員に占める割合というのはよそでは

７３％ぐらいございますけれども、豊能町

の場合５８％ということで、これから先を

見ていきますとどんどんと、そういう専門

職よりも事務職の方がどんどん先にやめて

いかれるということになりますと、きのう

も話ししましたけれども、一般のサービス

等がおろそかになってくるのではないかと

いうふうに思っておりまして、一応占める

割合については高いというふうには思って

おりますけれども、その分行政サービスが

行き届いてるとは言いませんけれども、そ

ういう点に力を置いているというふうに

我々は理解しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今、行政サービスが行き届いているとい

う話ありましたけど、そんなわけないでし

ょう、今あの町長がよくおっしゃっている

のは、要するに今金がないと、財源がない

と、だから選択と集中でと言っておるんで

すよ。どこをやるかいうのを決めてそこへ

集中して、そしてその後何と言っているか。

住民と協働してまちづくりを進めますとい

うことです。その協働という意味はどうい

う意味なのか、町長の思っている協働はど

ういう意味なのかお答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  協働のまちづくりは相当広く考えられる

と思いますけれども、やはり住民の皆様と

ともに理解をしながらやっていくというの

が協働だと思ってるんです。ということは、

地域の皆さんは地域のために地域のことを

考えていただければ非常にありがたいと思

いますし、議会は議会で行政のことあるい

は住民のことを考えていただくということ

でございますので、やはり協働というのは

視野が広うございます。しかしある一定の

枠組みで申し上げますと、やっぱり地域地

域で考えていただくということが、私は協

働のまちづくりだというふうに基本的には

考えておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  町長がここで協働について言ってますわ。

町長はこの施政方針の中で言ってるんです

よ。「つまり、協働の根幹というのは、み

ずからが人に対して何ができるのかが大切

であると考えています。」と書いてますの

や、ここへ。そういうことでしょう。ただ、

この協働というのは、みずから人に対して

何ができるかだけども、自分が何ができる

かということをまずやっていって、相手に

自分のない部分を協力してもらう。逆に言

えば自分のある部分は協力する。しかし情

報をまず出さないと、何をしていいか住民

さんわからんわけですわ。だから協働とい

うのはまず情報の共有ということが基本な

んです。ところが情報がなかなか出ていな

い、豊能町は。私らが聞いても出ない場合

がたくさんあります。だからまず共有する、

情報を共有して初めて協働ということがで

きるんですよ。そういう意味では今のこの

財政の中でも、こういう今の人件費がどれ

ぐらい占めてるかということを、これは一

般に出ないですよ、こんなもんは。私らは

議員してるから調べて出したんですけども、

そういう意味ではこの人件費というのは非

常に厳しいけども、しかしこれから豊能町

を何とかしようと思ったらこの部分をいら

わずにはできへんのちゃうのかなと。これ

はちょっと行政の頭で考えてやっていただ

きたいと思うんですけども。先ほどの川上

議員の質問にもありましたけども、維新と

いうのはそれぐらい厳しい中で、橋下維新

は何を言ってるのかというと、公務員天国

から脱却しなければならないと、こういう

ふうに言ってるわけです。だから人件費の

削減と働く意欲のある人の高揚を図れと、

この２つをやらんと財源は出てこないと、

これやらんと絶対無理なんですよ。それを

逆に経費ばかり削減していったら逆のスパ

イラルになるわけですよ。デフレスパイラ

ルになったらだめなんですよ。ここは知識

を、知恵を出して、何とか頑張ってほしい

なと思うんですけども。できることはでき

る、できないことはできないんですけども、

ただその基本条例をこれから検討して、可

能な部分は取り入れていくというふうにや

っていってほしいと思うんですけども、副

町長、答弁願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  室木副町長。 

○副町長（室木伸治君） 

  議員から、先ほどから人件費を削減せよ、

人件費を削減せよというふうに言われてお

りますけれども、職員を、生活のために来

ておる職員のために首を切るというわけに

はまいらないということでございまして、
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人件費を減らすには、そうしたらどういう

方法があるか、我々は一生懸命考えて今や

っておるわけでございまして、そのために

たとえ平成２６年度に１７億円でも置いて

おくというふうにして進んでおるわけでご

ざいます。 

  それとあと、職員基本条例でございます

けれども、それは大阪府の職員基本条例の

ことを言っておられるのかどうか、私はち

ょっとわかりませんねんけれども、豊能町

の職員基本条例を言っておられるのやった

らまた議論の余地はあると思いますけれど

も、あれはあくまでも大阪府のことを議員

さんは言っておられると思いますので、私

まだそちらのほうは勉強しておりませんの

で、お答えはできません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  私は大阪府の職員基本条例を、勉強して

くださいということを言ってるんです。今

後豊能町の基本条例をつくってもらったら

それにこしたことはないと。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  たたき台はありますよ。関係ないことな

いですやん。何でですねや。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  だから今の平成２４年度のあれを見ても、

町民税の９５％が人件費、こんなことでや

っていけるわけない。だから何をどうする

かいうのを考えてくださいと。これは行政

の仕事です。どないせいというのは私は言

いません。町債と公債費の比率を見たって、

公債費と町債のあれが１億円しかないです

よ。毎年１億円かかったら２０年かかるわ

けです。その間にまた状況が変わってきて

どうにもならんと。投資的経費なんか１

７％しかないわけですよ。これでサービス

が充実したなんて言えないです。だからそ

の辺は今後何をするのか。 

  それと、もっと仕事をてきぱきしてほし

いと思うんです。この前そうでしょう。さ

っきも話出ましたけども、豊能町は第４次

総合計画を立ててるわけですよ。総合計画

立ててこの３年間でやろうと、豊能町の活

性プログラム、町報に出してるわけですよ、

これ。町報に出して１０年計画ですよこれ

からの。それがいとも簡単にできませんで

したって、予算も上げて、それで仕事して

るんですか。だから職員減らせない、それ

は当然でしょう。給料下げれない、じゃあ

きちっと働かさないかんですよ。管理職は

何してるんですかって言いたいですよ。定

住化施策、私はこの前質問しましたね。Ｉ

ターン施策をやらなあかんと、帰ってもら

うと、また豊能町がいいと思う人に帰って

もらうという質問をさしてもらいました。

ところがそのみずからつくったプログラム

の内容がわかっていない。とんちんかんな

答弁してどないするんですか、自分らでつ

くった。この前どんな答弁しました、Ｕタ

ーンと、Ｉターン施策をとりなさいって、

Ｉターン施策は何ですかといって質問した

んですよ。質問ちゃうわ、Ｉターン施策を

やってるんですかって。どない言うたかい

うたら、Ｉターンといいますのはと書いて

ます。Ｉターン、Ｕターン、Ｊターンとあ

りますが、Ｉターンといますのは一度ここ

におってまた向こうに出てまた帰ってくる

ということだと、これはＵターンですよ。

Ｕターンは、こうですからうちへ帰ってこ

ないということです、全然関係ない、これ。

Ｉターンはここへ帰ってくるという、これ

はＵターンですよ。私はそういう認識でお

ります。こんな認識でまちづくりができま
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すか。総合計画の１０年計画、自分たちが

立てた、こんなことでまちづくりなんかで

きるわけない。無駄遣いですよ、これ。職

員が仕事してないですやん。勉強もしてな

い。皆さんプロですから、聞かれたら、ぱ

ぱっぱっぱっと答えないかんでしょう。私

は鉄筋工事やってますけど、何聞かれたっ

てどこからでも答えますよ。勉強もしてな

いで。やっぱり勤務評価せないかんのちゃ

いますか。それとやることはやらないかん

というのは、例えば財政、もう私は財政非

常事態やと思ってますよ、これ。豊中の非

常事態宣言やったときの資料とりましたよ。

平成１１年、財政非常事態宣言を発しまし

た、豊中は。平成１２年から平成２０年ま

で、１２年、１３年、１４年、これは全員

２％カット。平成１５年は、全員１％カッ

ト。平成１６年、平成１７年は一般職は

５％、管理職は１０％、特別職は２０％カ

ット。平成１８年度一般職は３％、管理職

は８％、特別職は１０％カット。平成１９

年、これは一般職が２％、管理職は５％、

特別職は２０％。平成２０年度、一般職は

なし、管理職は３％、特別職は１５％カッ

ト。やってますんや。どんだけ厳しい状況

の中でやらないかんか。何もしないででき

ませんとかいう話はもうだめですよ。国が

つぶれるような形で、1,０００兆円の借金

をつくっている親会社がつぶれておるんで

すよ。そんな中で平気で地方交付税何兆円

くれとか、その前に自分たちが少しでも地

方交付税をとらないような努力をせないか

んですよ。大阪府はあんな形でリストラか

けてやっている、その傘下にある市町村が

甘いことしておったら、ぶら下がってるだ

けでおんぶにだっこでしょう、足を引っ張

ってるわけですよ。一緒に維新をせなあか

んわけでしょう。川上議員が先ほど質問し

たように、今維新ですよ。豊能維新をせな

いかんいかんのじゃないですか。どうです

か、お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  西岡議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  職員の給与でございますけれども、大阪

市、豊中市、豊能町と同じ職員でも給与は

違います。皆さんもそれは御承知のことと

思います。豊中市は部長級で、今現在でも

豊能町の職員と２５０万円以上の年間の収

入の違いがございます。大阪市になります

ともっと違います。今、大阪市の市営バス

の運転手とうちの部長と比べますと、市営

バスの運転手のほうが多いということが現

状でございます。だから私としましては、

確かに西岡議員のおっしゃることはよく理

解できます。だから何とかそういう形の中

でやっていきたいという思いは持っており

ます。だからそれなりにうちも５％をカッ

トしました。非常に厳しいなと私は思って

おります。仕事をしない者もいてます。し

かし仕事を頑張ってしてくれる者もいてま

す。そういう枠の中での話ですから、それ

につきましては今後ともやはり西岡議員の

おっしゃるように、職員を減らすために私

正直に申し上げます。もうかっちんきてま

すから正直に申し上げます。悪い言い方し

たらいけませんけれども、私が議員当時に

現業職で、これはもうどうだろう、委託業

務にしたらどうだろういう職員が１７名ぐ

らいいてくれてます。しかしこの方は若い

方です。今これをほかのほうに回してそし

て委託業務にするということは、これも非

常に厳しい状況でございます。 

  それからもう１点、消防職、それから幼

稚園・保育所の先生、これは減らせません、
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どうしても。そうすると一般職にすべてが

かかってくるんです。だから私が１８０名

ですると申し上げました。平成２７年には

１８２名位になります。しかしその中で８

０名の方が今減らせない、９０名近く減ら

せないんです。ということは保健師とか、

まだいっぱいおられます。診療所の先生と

かいろいろな方を全部入れてそういう人数

ですから、だからそれはやはり非常にこれ

から先、西岡議員は会計監査委員もしてい

ただいてましたから、私その資料を持って

おるんですけれども、仕事の業務量、それ

はよく御存じだと思います。だからその業

務量、今パソコンやいろいろな形の中でい

う話なんですけど、私は今の現状をそして

またこれから大阪府から地方分権というこ

とで事務移譲、これをもらいますと、とて

もやないけどもこれ以上の業務やるために

は、正直なところこれ以上減らしていくと

支障が来してくるというふうに私としては

今の現状では思っております。だからその

点につきましては住民の皆さんにもまた議

員の皆さんにも御理解をいただきたいとい

うのが私の思いでございますので、よろし

くお願いしたいというふうに思います。 

  それから第４次総合計画でございますけ

れども、総合計画に基づいて西岡議員はお

っしゃっていただいておりますけれども、

その当時の作成をしていただいたのも西岡

議員はおられたと思いますし、我々は第４

次総合計画に基づいてこれから先粛々と行

政に携わっていきたいというふうに思って

おりますので、どうかその点につきまして

も御理解のほどよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ですから第４次総合計画もきちっとやる

ように、やっぱり職員さんももっと勉強し

ていただいて、豊能町というのはサービス

産業ですから、別に利益生まんでいいんだ

から、サービスを提供したらいいわけです。

そのサービスを提供するために十分な力を

備えてほしいと。だから今の２市２町でや

っている問題でも、事務を簡素化するため

に一緒にやっているわけです。ですから簡

素化せなあかんわけですけど事務量がふえ

たという話ですけども、それは私はちょっ

とようわかりませんけど、要するに私は減

らせとは、努力をしてほしい、やれるもん

がないのかということを言ってるわけで、

今後努力をしてほしいと思います。 

  それと、教育委員会のほうに少し聞きた

いと思いますけども、こちらのほうも維新

の会もかなり激しいことをやっております。

この中で教育基本条例が採択されるんじゃ

ないかなという感じですけども、この中で

豊能町は教育のほうはかなり頑張っていた

だいております。そんな中でやっぱり最終

的には地域と学校と家庭というのは、家庭

の連携というのは基本やないかなと思うん

ですけども、ただ、今、残念なことに家庭

の教育力というのが非常に欠けております。

今回の条例の中では親の責任ということを

かなり出してると思うんですよ。先生を評

価するということもそうですけども、その

前に家庭のあり方、その親のあり方なんか

が問題視されていると、その辺は教育長ど

ういうふうに考えられますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  確かに子どもを教育していく上では学校

だけではなかなかできない。やはり家庭で

は生活習慣を身につけるというようなこと
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は大事なことでありますが、やはり今の実

態を見てみますと、なかなか、御両親とも

働きに出かけている、その間子どもをやは

り見る時間が少なくなっている、あるいは

ひとり親家庭がふえているということで、

私はＰＴＡの総会などでもそういうお話を

させていただいて、何とかやはり家庭の役

割というのを、もう少し原点に戻ってやっ

てほしいということも出ております。現実

問題として、豊能町の教育委員会の職員も

家庭に出向いて、御家庭の掃除までやって

いるというような実態もあるわけです。だ

からそういうことにならないように、やは

り一人一人が、まさにこれは協働というの

と一緒なんですが、自助努力をやっぱりし

ていただきたいと、そうでないとやはりこ

れからの子どもの教育にもいろいろな面で

影響を及ぼすということで、私はそういう

機会を通じて家庭にその啓発をといいます

か呼びかけをお願いしているところでござ

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  子どもの教育については親が第一義的に

は私は責任があると思っておりますし、海

外なんかはやっぱり親の責任に対してはい

ろいろな罰則までつくってやっているとい

うことで、とえば親が教育義務を放棄した

場合は禁錮刑を科するとか、非常に厳しい

と。それと先生に対しては非常にサポート

が強いということで、親と学校が先生をサ

ポートしながら子どもを教育すると。もっ

ともいろいろな環境が違いますけれども、

これからやっぱり地域もそうですけども家

庭のあり方が一番大事じゃないかなと。今、

私も教育長のところへちょこちょこ行きま

すけども、私は常に子どもを教育する前に

親を教育した方が早いなと、それが先やな

ということを言ってますけども、今後そう

いう意味で親の教育のあり方をもっと真剣

に考えていただいたらありがたいなと思い

ます。要望して私の一般質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  残り時間２分です。関連質問はございま

すか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊能第一クラブの一般質問を終

わります。 

  以上で一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後２時３５分といたします。 

（午後２時２３分 休憩） 

（午後２時３５分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２、第１号議案から第２５号議案

までを議題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ各常任委員会及び

予算特別委員会に付託いたしますので、大

綱のみお願いいたします。 

  なお、御承知とは思いますが、質疑は議

題になっている事件に対して行われるもの

でありますから、現に議題になっていなけ

ればなりません。また、議題に関係のない

ことを聞くことはできません。このように

規定されておりますので、その点十分御協

力いただきますよう、お願い申し上げます。 

  初めに、第１号議案から第１７号議案ま

での１７件に対する質疑を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ７号議案、豊能町介護保険条例改正の件

でお伺いいたします。 

  介護保険事業は、財政安定化基金、これ

は市町村に３分の１の割合で交付を受けて
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いるわけですけれども、今回、第５期介護

保険事業計画ではこの財政安定化基金、平

成２４年度限りで取り崩してもよいとされ

ています。町は保険料の軽減、今回は第５

期で4,１５９円、第４期より２３０円値上

げされたですけれども、府下で最低の保険

料ということで事業に要する経費を充てて

努力されたと思いますけれども、この基金

に対してどのような設定で取り崩しをされ

たのかお伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  財政安定化基金取崩交付金でございます

が、今、議員おっしゃいましたように、都

道府県より市町村に交付されるということ

になっておりまして、府が３分の１、市町

村３分の１、国が３分の１ということで取

崩額の総額になっております。本町に配分

される額は９３５万1,４１５円でございま

して、保険料の額で言いますと３４円の軽

減になったというものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  引き下げに関してだけ３４円ということ

で、充てられたということになるんですけ

れども、それでは各保険者が財政安定化基

金の交付を受けて介護保険料軽減のために

財源に充てた場合、介護給付費準備金があ

りますが、これに繰り入れて３年間に分け

て取り崩すということになるのかどうか、

その点お伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  財政安定化基金取崩交付金と介護保険介

護給付費準備基金というのはまた別もので

ございまして、介護給付費準備基金につき

ましては第４期計画期間中について基金と

して積み立てた、積み立ての額でございま

して、そのうち第５期計画におきましては

１億1,０００万円を取り崩して第５期の保

険料に充当するという意味でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  議員の皆さんに申し上げます。各常任委

員会の権益、権限を侵してはいけませんの

で、大綱のみお願いいたします。 

  ほかにございますか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  わかりました。従来そのようにされてき

たということだと思います。そのようにし

て保険料の抑制に努められてきたと思うん

ですけれども、今後この事業の内容としま

して、２４時間定期巡回とか随時対応型サ

ービス、複合型サービスの創設というよう

なことになっておりまして、介護職員や看

護職員の人員確保が必要になってくると思

うんです。これは委託されている利用者が

緊急にこのような事態で緊急コールがあっ

た場合、即座に対応していかなければなら

ないいう困難が出てくるのではないかと思

われるんですが、町としては地域包括支援

センターの職員の研修の充実を図ることが

大事だと思いますし、また法人に対しては

こうした体制に対して指導など徹底するこ

とが求められると思いますが、町としては

今後どのように対応されていくのか、その

点について最後お伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  地域包括支援センターは私ども直営でや

っておりまして、在宅介護のかなめといた

しまして地域包括支援センターの役割は非

常に重要であると認識しておりますが、ス

タッフにつきましては今現状のとおりでや

っていきたいと思っております。 

  在宅看護、在宅介護の２４時間のサービ

スでございますが、きのうの質問にもござ

いましたように、今後これから検討してま

いるものでございますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に第１８号議案から第２５号議案まで

の８件に対する質疑を行います。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  一般予算の件でお伺いいたします。 

  旧吉川公民館改修事業でございますが、4,

５００万円と上がっておりまして、これは

吉川財産区施設改修費繰入金で対処される

というのはわかっているところなんですけ

れども、公民館の改修事業といたしまして4,

５００万円、大まかで結構でございますの

で、どんなものを予定されているのかお知

らせいただきたいのと、保健センターと豊

悠プラザ統合事業でございますが、こちら

豊悠プラザを、民間活力を投入してサービ

スを進めるということを聞いております。

無償貸与で豊悠プラザ、民間に貸されると

いうことなのでしょうけど、その豊悠プラ

ザのサービスにおいて豊能町がどれぐらい

注文できるのかなという、ちょっと心配が

あるのと、もしその民間活力のときに、例

えばお年寄りの足の便とかもバスで対応し

てもらえるようなことを豊能町から言って

いただけるような、そういう予定はあるの

か、ないのかというのと、あともう一つな

んですけれども、留守家庭児童育成室児童

安全送迎事業ということで、吉川小学校か

ら東ときわ台留守家庭育成室へ児童の送迎、

３７万2,０００円計上の予定されておりま

すが、こちら保護者の負担金は発生してな

いのかどうか、その３点についてお伺いい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  吉川公民館の改修でございますけれども、

これについては吉川自治会のほうから、西

地区全体の公民館として使えるようにリニ

ューアルしたいということを聞いておりま

す。例えば畳の部屋を変えるとか、それか

らトイレの改修をやるとかいうことが入っ

てたというふうに思っておりますけれども、

詳細につきましては予算委員会のときに御

説明をさせていただきたいというふうに思

いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  包括センターについて答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  豊悠プラザの跡の、民間活力を導入して

運営していただきたいという考えでござい

ますが、そのときに私どもが考えておりま

すのは、介護保険と障害福祉サービスで今

後必要となるものとしまして、特別養護老

人ホームの地域密着型特別養護老人ホーム

を一つ、通所介護、機能訓練を充実させた

デイサービス、訪問介護事業所ですね、就

労支援、これは就労支援につきましては障
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害福祉サービスでございますが、障害福祉

サービスの生活介護というものを運営でき

るようなメニュー出しをしていきたいと思

います。 

  足の便等でございますけど、これはその

民間運営法人がこのサービスを提供するに

当たって必要とあれば送迎等をやって、必

要な送迎についてはやってくれるものと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ３番目の、留守家庭の送迎について、答

弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  留守家庭児童育成室児童送迎事業でござ

いますが、バスのダイヤ改正によりバスの

時間、今までバスで通っておりましたがそ

れがなくなりましたので、吉川小学校の子

どもを東ときわ台の育成室へ送ることでご

ざいます。保護者からの負担はございませ

ん。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  第１８号議案でお聞きいたします。 

  農林水産業費のうちの農林費、コミュニ

ティセンター運営費についてお尋ねいたし

ます。 

  このコミュニティセンターを建設当時に、

運営管理は平成２４年からは地元自治体及

び生産者組合が以後運営管理をすると聞い

ておりましたけども、今回この予算が上が

っておりますので、その辺のことをお尋ね

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  平成２４年度で計上しておりますコミセ

ン、通称右近の郷の運営に関しましては、

従前から今現在行っております国の緊急雇

用対策での事業で森林組合に委託している

事業が本年度で終了することから、地元に

対しまして何とか引き取って運営をやって

いただけないかという話を進めておりまし

たが、最終的にまだ方向性が見出せており

ませんので、今のところ来年度にあっては

直営で運営し、地元と早急に話を進めてい

きたいと考えておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  岩城重義議員。 

○４番（岩城重義君） 

  そうしましたら、地元と話しつかない場

合は永久的に町がやっていく予定でしょう

か。それだけお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  早い時期に地元が運営の引き取り手にな

っていただけるものというふうに考えてお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  第１８号議案、一般会計予算について、

４点ほど質問させていただきます。詳細に

ついては予算特別委員会のほうに回してい

ただいても構いませんので。 

  まず説明資料の１６ページ、予算書９２

ページ、保健センターと豊悠プラザの統合

というところですが、吉川幼稚園の跡地を

活用するとのことですが、吉川幼稚園の立

地を考えると吉川中学校、図書館、ユーベ
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ルホール、豊能町の中で各施設が集まった

一等地にあるんじゃないかと。それで豊能

町は町長も答えているとおり、教育のまち

としてＰＲしていくということも答えてま

すので、ここを教育のＰＲの拠点という考

えもあるかと思うんですね。そういったと

ころを教育委員会なりと調整されてできた

ことなのか、お金をかけて改修するわけで

すから長期的なビジョンで吉川幼稚園の活

用が決まったのかお聞かせください。 

  それと、吉川幼稚園というのは耐震化が

行われていないと思うんですが、その耐震

というのはどういうふうに、この2,９００

万円の中に耐震化の費用も含まれているの

かお聞かせください。 

  あと説明資料の８ページ、予算書の５３

ページですね。住民参加促進事業６万円で

すが、これは例年どおりなんですが、町政

運営方針のほうでは以前から要望してたＮ

ＰＯ全体の交流を図る場としての連絡会議

を持ち情報交換を行うというふうになって

ます。これについての費用は特にかからな

いということでいいのかお聞かせください。 

  それと２６ページ、予算書１２２ページ、

部活動指導者派遣事業案１６万3,０００円

ですね。これは大体幾つぐらいのクラブ活

動の指導者を派遣するための金額なのかと

いうことですね。あと私としては生徒の部

活動の選択をふやすために拡大していくべ

きかなというふうに考えているんですが、

今後のそうした考えですね。それとあとは

部活動、生徒数が減っていきますので、東

能勢中学校と吉川中学校の部活動における

共同の活動というものは考えられないのか、

もしあればお聞かせください。 

  あと説明資料３０ページ、予算書１３５

ページ、３市２町の図書館広域貸出事業１

８万9,０００円です。どれくらいの増加を

見込んでいるのかということですね。それ

でこれは豊能町の人も他市町村で借りるこ

とができるようになるので非常にいいこと

かなと思うんですが、これを利用するのは

特に毎日外へ出ている学生やサラリーマン

の方が多分多くなると思います。ただこう

いった方たちは広報紙やホームページとい

うものをなかなか見ない、行政サービスへ

のアクセスというものをなかなかしない方

なので、どのように周知徹底というか情報

発信をされていくのか、そこら辺があれば

お聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。該当部分のみお願い

いたします。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  １点目の教育委員会と協議したかという

問題でございますが、この統合事業につき

ましては企画部門、財政部門、私どもとい

うことでずっと協議を進めております。教

育委員会のほうにあえていろいろ協議をか

けたというのはございません。 

  それと耐震の件でございますが、耐震化

については改修の費用の中には含んでおり

ません。 

  それと予算書の住民参加促進事業につき

ましては、この６万円につきましては、講

師等を呼んで研修に資する費用を計上して

おるところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  まず１点目、部活動指導者の派遣事業に

ついてですが、今現在吉川中学校と東能勢

中学校、合わせて１５のクラブがございま



 

 3－53 

す。指導をしていただいておりますのは吉

川中学校のテニス、野球、バスケットボー

ル、東能勢中学校のテニス等でございます。

今後、部活動の指導者の担い手がいないと

いう状況が非常に顕著でございますので、

何とか逆に考えていきたいなと思っており

ます。 

  もう１点、図書館の件ですけれども、平

成２４年の６月、これ予定ですけれども６

月から３市２町の広域貸出が始まります。

ここに計上しておりますのは３市２町によ

る図書館の貸出利用券の印刷ということで2,

０００枚を想定しております。１枚当たり

９０円で１８万円でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  まず吉川幼稚園の耐震ですけども、耐震

化されていなくて工事費用に含まれていな

いということは、いずれどこかで改修の予

定をまた組まれるのかということと、促進

事業６万円ですが、これは聞いてるのは町

政運営方針の中で６万円は通常の講師派遣

というのは例年どおりわかっているんです

ね。それで今回町政運営方針の中でそのＮ

ＰＯ全体の連絡会議をもって意見交換の場

を持つということを言われましたので、こ

の費用がちょっと予算書の中で見当たらな

いもんですから、この費用は特に会議室を

貸し出して時間だけのものなんでゼロ円と

考えているのかというところをお聞きして

ます。 

  あと部活動に関しては、今のところ４つ

ということなんですけど、やはり少子化と

いうことの流れから、どんどんふやしてい

くようなことも考えていただきたいなと。

僕は吉川中学校と東能勢中学校、ちょうど

東西の交流ということも考えると、共同で

の開催ということも今後検討したらどうか

なと思いますので、よろしくお願いします。 

  あと図書館のほうですけど、2,０００枚

ということなんですが、あとは豊能町のサ

ラリーマンや学生たちが外で使う、でもそ

の使えるということを知らない人が下手し

たら多くなるんですね。結構高齢者や女性

の方は広報紙とか毎日見ますけど、多分他

市町村に行かれている方というのは学生で

あったりとかサラリーマンの方が多くなる

と思うので、そういった人に、今は千里の

図書館でも借りれるんですよとか、そうい

ったことをＰＲしていくという方法が、ち

ょっと工夫が要るかなと思うので、例えば

駅でそういったこういうことを配るとか、

そういったことを考えているのかというの

をちょっと聞いたので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  旧吉川幼稚園の耐震化の件でございます

が、現状、もう耐震化しないということで

私ども思っておりますので、以降耐震化予

算の計上を上げるというのは今のところは

想定をしておりません。 

  先ほどのＮＰＯ法人の連絡会議等の件で

ございますけど、お金は使わないというこ

とで思っておりますのでよろしくお願いを

いたしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  クラブ活動の件でございますが、今現在

東能勢中学校、吉川中学校と一緒にやれる
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ところはやろうということを校長間で話は

しているところでございます。それと箕面

市の止々呂美学園、そこともクラブ活動の

一緒にできないかというアプローチをして

いるところでございます。 

  図書館の貸し出しにつきましては、駅で

配るというような御意見もございましたけ

れども、まずは広報を中心にまめに広報し

ていきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第１８号議案から第２５号議案までは、

６名の委員をもって構成する予算特別委員

会を設置し、第１号議案から第２５号議案

までは、お手元に配付いたしております付

託表のとおり、それぞれの各常任委員会及

び予算特別委員会に付託の上、審査するこ

とにいたしたいと思います。これに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第１号議案から第２５号議案ま

では、お手元に配付しております付託表の

とおり、それぞれの各常任委員会及び予算

特別委員会に付託の上、審査することに決

定いたしました。 

  ただいま設置いたしました予算特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第

７条第１項の規定により、予算特別委員会

委員に、 

  橋本謙司議員。 

  高橋充德議員。 

  竹谷勝議員。 

  秋元美智子議員。 

  高尾靖子議員。 

  西岡義克議員。 

  以上６名をそれぞれ指名いたしたいと思

います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました６名

の議員を、予算特別委員会委員に選任する

ことに決しました。 

  ここで、委員長、副委員長の人選で、ち

ょっと間休憩いただきます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後３時０２分 休憩） 

（午後３時０３分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ただいま休憩中に特別委員会が開かれ、

正副委員長の互選が行われました。 

  その結果、予算特別委員会委員長に橋本

謙司議員、副委員長に高尾靖子議員が決定

されました。よろしくお願いいたします。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月２２日午後１時より会議を

開きます。 

  本日はどうも御苦労様でございました。 

 

散会 午後３時０４分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第 １号議案 豊能町債権管理に関する条例制定の件 

第 ２号議案 豊能町水道事業に係る布設工事監督者の配置の基準並びに 

       布設工事監督者及び水道技術管理者の資格の基準に関する 

       条例制定の件 

第 ３号議案 豊能町事務分掌条例等改正の件 

第 ４号議案 豊能町印鑑条例改正の件 

第 ５号議案 豊能町税条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町立認定こども園条例改正の件 

第 ７号議案 豊能町介護保険条例改正の件 

第 ８号議案 豊能町営住宅管理条例改正の件 

第 ９号議案 豊能町下水道条例改正の件 

第１０号議案 豊能町火災予防条例改正の件 

第１１号議案 豊能町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 

       改正の件 

第１２号議案 豊能町立公民館条例及び豊能町立図書館設置条例改正の件 

第１３号議案 豊能町立スポーツ広場条例改正の件 

第１４号議案 豊能町水道事業の設置等に関する条例改正の件 

第１５号議案 平成２３年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１６号議案 平成２３年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第１７号議案 平成２３年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第１８号議案 平成２４年度豊能町一般会計予算の件 

第１９号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第２０号議案 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第２１号議案 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第２２号議案 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 
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第２３号議案 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第２４号議案 平成２４年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第２５号議案 平成２４年度豊能町水道事業会計予算の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １２番 

 

        同   １３番 

 

 


